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1４日間、約千人の選手が聖地長沼で熱戦を繰り広げた2優勝
を決め、喜びの感情を爆発させる加茂高女子クルー3大会期間
中、約５千人の観衆が訪れ、クルーらに声援を送った4熱い戦いを
誓った選手宣誓5リギング場でボートを整備する選手ら。スペー
スに余裕があり、関係者からは好評を得た6準備から後片付けま
で、市内外の高校生が大会を支えた

に
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
、ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
、

舵
手
つ
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
の
予
選
。宮

城
県
勢
は
男
女
と
も
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル

で
３
位
以
内
に
入
り
予
選
を
突
破
。ダ

ブ
ル
ス
カ
ル
の
男
子
２
校
は
敗
者
復
活

戦
に
ま
わ
り
、女
子
は
２
校
と
も
準
々

決
勝
に
駒
を
進
め
た
。舵
手
つ
き
ク
ォ

ド
ル
プ
ル
の
男
子
は
、優
勝
を
狙
う
佐

沼
が
圧
倒
的
な
差
を
付
け
、１
位
通
過
。

石
巻
工
業
は
敗
者
復
活
戦
に
。女
子
は
、

石
巻
が
１
位
通
過
し
、佐
沼
が
敗
者
復

活
戦
に
ま
わ
っ
た
。

　

翌
４
日
は
、準
々
決
勝
進
出
を
懸
け

た
敗
者
復
活
戦
。県
勢
は
、全
て
翌
日
の

準
々
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

　

５
日
は
、男
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
で

石
巻
の
藤
井
が
、同
舵
手
つ
き
ク
ォ
ド

ル
プ
ル
で
佐
沼
が
準
決
勝
に
進
出
。そ

れ
以
外
の
種
目
は
、準
々
決
勝
で
涙
を

の
ん
だ
。

　

最
終
日
、県
勢
の
期
待
を
一
心
に
背

負
っ
た
藤
井
と
佐
沼
。藤
井
は
健
闘
す

る
も
準
決
勝
敗
退
。県
勢
最
後
の
と
り

で
の
佐
沼
は
、準
決
勝
を
４
位
と
０
秒

27
差
で
３
位
に
入
り
、地
元
開
催
の
重

圧
を
は
ね
の
け
、決
勝
に
駒
を
進
め
た
。

迎
え
た
決
勝
、大
声
援
の
中
、佐
沼
ク

ル
ー
は
全
力
を
尽
く
し
た
。目
標
の
優

勝
に
は
届
か
な
か
っ
た
が
、５
位
入
賞

を
果
た
し
た
。

　

村
田
清き

よ

晃あ
き

競
漕
副
委
員
長
は
「
天
候

に
も
恵
ま
れ
た
が
、
関
係
機
関
や
地
元

と
の
調
整
、準
備
が
万
全
だ
っ
た
の
で
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
運
営
で
き
た
」
と

振
り
返
っ
た
。

　

南
東
北
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ボ
ー
ト
競
技

は
８
月
２
か
ら
６
日
ま
で
、ア
イ
エ
ス

総
合
ボ
ー
ト
ラ
ン
ド（
長
沼
ボ
ー
ト
場
）

で
開
か
れ
、全
国
の
精
鋭
た
ち
が
宮
城

ボ
ー
ト
の
聖
地
で
覇
を
競
っ
た
。

　

本
市
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ボ
ー
ト
競
技

が
開
か
れ
た
の
は
、１
９
９
０
年
以
来
、

27
年
ぶ
り
。久
し
ぶ
り
の
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
に
、早
い
う
ち
か
ら
、地
域
は
歓
迎

ム
ー
ド
。期
間
中
、市
内
で
心
地
よ
く
過

ご
し
て
も
ら
お
う
と
、北
方
地
域
の
住

民
や
小
中
学
生
な
ど
が
、会
場
付
近
を

清
掃
、花
壇
に
花
を
植
え
る
な
ど
し
、

選
手
た
ち
を
歓
迎
し
た
。

　

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
１
９
１
校
、

９
４
２
人
の
選
手
が
参
加
し
た
。２
日

の
開
会
式
に
、佐
藤
慧け

い

選
手（
佐
沼
）と

佐
藤
千ち

紘ひ
ろ

選
手（
石
巻
）が
選
手
宣
誓

し
、戦
い
の
幕
が
切
っ
て
落
と
さ
れ
た
。

ボ
ー
ト
競
技
は
、男
女
と
も
シ
ン
グ
ル

ス
カ
ル（
一
人
乗
り
）、ダ
ブ
ル
ス
カ
ル

（
二
人
乗
り
）と
舵
手
つ
き
ク
ォ
ド
ル
プ

ル（
こ
ぎ
手
４
人
、
舵
取
り
１
人
）の
３

種
目
。

　

本
県
か
ら
は
、男
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ

ル
、ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
に
石
巻
と
石
巻
工

業
、舵
手
つ
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
に
地
元

佐
沼
と
石
巻
工
業
が
、女
子
シ
ン
グ
ル

ス
カ
ル
に
石
巻
と
塩
釜
、同
ダ
ブ
ル
ス

カ
ル
、舵
手
つ
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
に
佐

沼
と
石
巻
が
出
場
し
た
。

　

３
日
に
競
技
が
始
ま
り
、男
女
と
も
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開
会
式
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

「
男
子
は
地
元
優
勝
が
目
標
」と
佐

藤
主
将
が
、「
女
子
は
、両
種
目
で

上
位
入
賞
を
目
指
す
」と
大
槻
が

力
強
く
答
え
た
。大
口
で
は
な
く
、

そ
の
た
め
の
準
備
は
で
き
て
い
る

と
い
う
自
信
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。

　

佐
高
ク
ル
ー
は
、大
会
２
週
間

前
に
１
週
間
の
強
化
合
宿
を
実

施
。持
久
力
強
化
に
向
け
、毎
日
40

㌔
を
こ
い
だ
。朝
か
ら
夕
方
ま
で

ひ
た
す
ら
こ
ぐ
１
週
間
。こ
れ
が
、

選
手
た
ち
の
大
き
な
自
信
に
つ
な

が
っ
た
。

　

女
子
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
は
、予
選
、

敗
者
復
活
戦
を
経
て
、準
々
決
勝

に
進
出
し
た
。大
会
直
前
に
こ
ぎ

順
を
変
更
し
、予
選
後
に
戻
す
と

い
う
荒
療
治
も
あ
っ
た
。全
て

は
「
上
位
入
賞
」の
た
め
。迎
え
た

準
々
決
勝
、常
に
は
、５
０
０
㍍
付

近
で
ペ
ー
ス
ダ
ウ
ン
す
る
が
、残

り
２
５
０
㍍
か
ら
再
ス
パ
ー
ト
。

過
去
最
高
の
３
分
45
秒
90
を
マ
ー

ク
す
る
も
、
５
着
に
終
わ
る
。

　

女
子
ダ
ブ
ル
の
髙
橋
、富
士
原

は
初
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
。ダ
ブ
ル

は
人
数
が
少
な
い
分
、一
つ
の
ミ

ス
が
タ
イ
ム
に
直
結
。２
人
の
技

量
と
呼
吸
を
、し
っ
か
り
合
わ
せ

る
こ
と
が
か
ぎ
に
な
る
。準
々
決

勝
、三
塚
監
督
は「
ボ
ー
ト
人
生
か

け
て
こ
い
」の
げ
き
に
２
人
は
う

な
づ
い
た
。げ
き
に
応
え
、息
と
気

持
ち
を
合
わ
せ
、
最
初
か
ら
全

開
。５
０
０
㍍
付
近
ま
で
、ト
ッ
プ

を
マ
ー
ク
し
て
い
た
が
、ペ
ー
ス

ア
ッ
プ
に
つ
い
て
い
け
ず
５
着

に
。女
子
の
夏
は
準
々
決
勝
で
終

わ
っ
た
。

　

男
子
は
、今
年
１
月
ク
ォ
ド
ル

プ
ル
で
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
挑
戦
を

決
め
た
。「
全
員
の
力
で
優
勝
す

る
」。そ
れ
か
ら
の
半
年
は
、優
勝

に
向
け
て
練
習
の
日
々
。始
業
前
、

午
前
５
時
か
ら
の
朝
練
習
は
当
た

り
前
だ
っ
た
。県
総
体
で
優
勝
し
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
決
め
た
。意
外

に
も
男
子
メ
ン
バ
ー
も
、初
め
て

の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
だ
っ
た
。

　

迎
え
た
本
番
「
地
元
開
催
の
重

圧
は
想
像
以
上
」だ
っ
た
。楽
な

レ
ー
ス
は
一
つ
も
な
か
っ
た
。そ

の
よ
う
な
中
、気
持
ち
を
切
ら
さ

ず
決
勝
に
駒
を
進
め
た
。決
勝
は
、

前
半
５
０
０
㍍
を
４
位
で
通
過
。

最
後
に
追
い
込
み
を
か
け
た
が
及

ば
ず
、５
位
で
大
会
を
終
え
た
。

　

佐
沼
高
３
年
生
ク
ル
ー
の
目
に

涙
は
な
か
っ
た
。
勝
て
な
い
悔
し

さ
は
あ
っ
た
が
「
全
て
出
し
尽
く

し
ま
し
た
。
最
高
の
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
で
し
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

　
「
少
な
い
部
員
で
、
よ
く
こ
こ

ま
で
頑
張
っ
て
く
れ
た
。
生
徒
は

登
米
市
の
誇
り
」
と
三
塚
監
督
は

生
徒
た
ち
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

Otsuki Norika 

Takahashi Miu

Kikuchi Ami

Sato Shiori

Abe Natsumi

Kasahara Rina

Yusa Ken

Sato Kei

Sato Itsuki

Sato Tao

Nagaura Hibiki

Abe Yuya

Fujiwara Saki

Mitsuduka Yoshihisa

Murata Kiyoaki

1初のインターハイで５位入賞を果たした男子舵手つきクォドルプル2過去最高タイムをマークした女子
舵手つきクォドルプル3「最高のペアでした」とお互いを評する女子ダブルスカル4佐沼高ボート部員全員
で記念撮影。忘れられないインターハイとなった5準々決勝後、抱き合い涙を流す富士原（左）と髙橋（右）
6レース前、監督、部員が一体となり士気を高める
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「
全
国
２
位
の
結
果
は
う
れ
し

い
。
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
聞
き
間
違
え

た
か
と
思
っ
た
」
と
門
田
と
阿
部

は
に
っ
こ
り
。

　

第
41
回
全
国
高
校
総
合
文
化
祭

「
み
や
ぎ
総
文
」の
日
本
音
楽
部
門

は
７
月
31
〜
８
月
１
日
、多
賀
城

市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、佐

沼
高
校
筝
曲
部
が
優
秀
賞
・
文
化

庁
長
官
賞
を
受
賞
し
た
。
優
秀
賞

は
２
位
に
相
当
す
る
。

　

筝
曲
部
は
、２
０
０
８
年
に
創

部
し
今
年
18
年
目
を
迎
え
る
。全

国
総
文
祭
に
は
こ
れ
ま
で
16
回
出

場
。全
国
の
常
連
校
と
し
て
名
高

い
。総
文
祭
県
代
表
校
は
、前
年
の

日
本
音
楽
定
期
演
奏
会
で
、最
優

秀
賞
校
が
出
場
資
格
を
得
る
。昨

年
は
、門
田
一
人
で
出
場
し
、本
年

に
つ
な
が
っ
た
。

　
「
筝
曲
の
魅
力
は
、複
数
で
の
演

奏
。早
く
仲
間
が
欲
し
か
っ
た
」と

門
田
。本
年
４
月
、新
た
に
４
人
が

入
部
し
た
。新
入
部
員
の
１
人
、

阿
部
は
、中
学
校
か
ら
の
筝
曲
経

験
者
。頼
も
し
い
仲
間
が
増
え
、門

田
の
心
は
弾
ん
だ
。外
部
講
師
で
、

筝
曲
演
奏
家
の
佐
藤
佳か

よ

こ

世
子
さ
ん

と
相
談
の
結
果
、総
文
祭
に
は
、門

田
と
阿
部
の
２
人
で
の
出
場
を
決

め
た
。

　

日
本
音
楽
部
門
で
の
参
加
は
、

最
大
25
人
以
内
の
構
成
に
な
る

が
、佐
沼
は
部
員
が
５
人
。し
か
も

経
験
者
は
門
田
と
阿
部
だ
け
で
、

本
番
ま
で
の
時
間
を
考
え
た
結

果
、２
人
で
の
出
場
と
な
っ
た
。

　

55
団
体
が
出
場
し
、演
奏
順
は

２
日
目
の
18
番
目
。待
ち
時
間
は

長
い
が
「
審
査
員
へ
の
ア
ピ
ー
ル

に
は
有
利
な
順
番
」と
考
え
た
。

　

演
奏
す
る
曲
は
筝
二
重
奏
曲

「
虹
」。こ
の
曲
は
、異
な
る
曲
、

「
乱み

だ
れ

」と
「
虹
」を
同
時
に
演
奏
し

完
成
す
る
。音
ず
れ
し
な
い
演
奏

を
求
め
ら
れ
、難
易
度
が
高
い
。

「
小
人
数
で
も
、聴
衆
に
イ
ン
パ
ク

ト
を
与
え
ら
れ
る
の
で
」と
選
曲

し
た
。

　

出
番
が
来
た
。
広
い
会
場
、
多

く
の
聴
衆
に
重
圧
を
感
じ
た
。
２

人
は
「
ま
ず
は
し
っ
か
り
、
自
分

た
ち
の
演
奏
を
し
よ
う
」
と
舞
台

に
上
が
っ
た
。
聴
衆
は
、
奏
者
の

人
数
の
少
な
さ
に
驚
い
て
い
た
。

驚
き
と
と
も
に
「
ど
の
よ
う
な
演

奏
が
聴
け
る
の
か
」
と
い
う
期
待

感
も
生
ま
れ
た
。

　

２
人
は
同
時
に
筝
に
手
を
置
い

た
。
最
初
の
一
音
が
一
つ
に
な
っ

た
。
リ
ズ
ム
に
乗
り
演
奏
が
始

ま
っ
た
。
曲
は
徐
々
に
激
し
さ
を

増
す
。
起
伏
が
激
し
く
、
早
い
テ

ン
ポ
に
も
２
人
の
音
は
ず
れ
な

い
。
演
奏
の
こ
と
だ
け
考
え
た
。

た
っ
た
２
人
で
の
演
奏
と
は
思
え

な
い
迫
力
を
表
現
。
２
人
の
音
色

は
会
場
を
魅
了
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
か
ら「
み
ん
な
の
応

援
を
深
く
感
じ
て
、一
生
懸
命
弾

け
た
ね
」と
う
れ
し
い
言
葉
を
も

ら
っ
た
。「
審
査
結
果
を
発
表
さ
れ

た
と
き
は
、自
分
た
ち
だ
と
思
わ
な

か
っ
た
」と
笑
う
阿
部
。文
化
庁
長

官
賞
受
賞
は
、同
校
初
の
快
挙
。部

員
も
関
係
者
も
歓
喜
に
沸
い
た
。

　
「
本
年
の
日
本
音
楽
定
期
演
奏

会
で
は
、
最
優
秀
賞
を
目
指
し
練

習
し
て
い
る
。
来
年
は
、
５
人
全

員
で
全
国
の
舞
台
に
立
ち
た
い
」
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「
当
初
目
標
の
決
勝
進
出
は
果

た
し
ま
し
た
が
、メ
ダ
ル
を
取
れ

な
か
っ
た
こ
と
が
悔
し
い
」と
今

回
の
結
果
に
満
足
し
て
い
な
い
。

　

全
国
高
校
総
合
体
育
大
会
陸
上

競
技
大
会
は
７
月
29
か
ら
８
月
２

日
ま
で
、山
形
県
天
童
市
の
Ｎ
Ｄ

ソ
フ
ト
ス
タ
ジ
ア
ム
山
形
で
開
か

れ
た
。

　

自
身
２
度
目
の
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
。昨
年
は
予
選
敗
退
に
終
わ
り
、

今
年
は「
決
勝
進
出
」を
目
標
に
練

習
を
重
ね
て
き
た
。４
月
に
腰
を

負
傷
し
、万
全
で
な
い
な
が
ら
も

優
勝
し
た
県
大
会
。故
障
か
ら
明

け
、14
秒
08
と
自
己
ベ
ス
ト
を
更

新
し
た
東
北
大
会
。本
番
を
前
に
、

徐
々
に
調
子
を
上
げ
て
き
て
い

た
。

　

し
か
し
、前
日
練
習
で
は
浮
か

な
い
表
情
。及
川
は「
ハ
ー
ド
ル
間

の
走
り
が
イ
メ
ー
ジ
よ
り
遅
い
」

と
花
沢
元は

し
め

監
督
に
訴
え
る
。花
沢

監
督
は「
ピ
ー
ク
を
う
ま
く
合
わ

せ
ら
れ
な
か
っ
た
か
」と
思
っ
た

が
、「
本
番
に
な
れ
ば
大
丈
夫
」と

及
川
の
背
を
押
し
た
。

　

迎
え
た
予
選
、及
川
の
不
安
は

無
用
の
心
配
に
終
わ
っ
た
。課
題

の
ス
タ
ー
ト
は
ま
ず
ま
ず
の
出

来
。後
半
に
得
意
の
ス
パ
ー
ト
で
、

14
秒
08
の
自
己
ベ
ス
ト
タ
イ
を
た

た
き
出
し
た
。
及
川
は
「
少
し
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
て
い
た
の
か

も
し
れ
な
い
」と
振
り
返
る
。

　

心
身
と
も
に
、上
り
調
子
で
臨

ん
だ
準
決
勝
。「
ハ
ー
ド
ル
を
超
え

る
と
き
に
、上
に
抜
け
な
い
」よ

う
、上
半
身
の
前
傾
を
意
識
し
て

走
っ
た
。
結
果
は
13
秒
98
で
全
体

４
位
。「
準
決
勝
で
は
13
秒
台
を

狙
っ
て
い
た
」。大
舞
台
で
も
臆
す

る
こ
と
な
く
、
自
己
ベ
ス
ト
を
更

新
し
て
み
せ
た
。

　
「
こ
こ
ま
で
来
た
ら
、メ
ダ
ル
を

持
ち
帰
る
」―
。決
勝
進
出
、自
己

ベ
ス
ト
更
新
と
２
つ
の
目
標
を
達

成
し
た
及
川
。さ
ら
に
一
段
上
の

目
標
を
設
定
し
た
。仲
間
や
家
族

な
ど
か
ら
の
声
援
を
受
け
、決
勝

が
始
ま
る
。「
ス
タ
ー
ト
で
離
さ
れ

て
も
、い
つ
も
通
り
、焦
ら
ず
に
後

半
追
い
上
げ
る
」。自
分
の
走
り
だ

け
に
集
中
し
た
。

　

自
身
の
感
触
は
悪
く
は
な
か
っ

た
が
、周
り
は
ス
タ
ー
ト
か
ら
一

気
に
飛
び
出
す
。６
台
目
の
ハ
ー

ド
ル
付
近
か
ら
、爆
発
的
な
加
速

で
追
い
上
げ
た
が
、メ
ダ
ル
に
は

わ
ず
か
に
届
か
な
か
っ
た
。

　
「
監
督
、仲
間
や
家
族
な
ど
、
多

く
の
人
が
応
援
し
て
く
れ
た
こ
と

に
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
」と
唇
を

か
む
及
川
に
、「
大
会
前
の
全
国
ラ

ン
キ
ン
グ
は
14
位
。よ
く
努
力
し

た
。今
回
の
結
果
は
立
派
な
出
来
」

と
花
沢
監
督
は
目
を
細
め
る
。

　
「
来
年
は
絶
対
に
メ
ダ
ル
を
取

り
ま
す
」。及
川
の
目
は
す
で
に
、

東
海
総
体
を
見
据
え
て
い
る
。

　

そ
の
瞬
間
、ス
タ
ン
ド
か
ら
は

ど
よ
め
き
と
歓
声
、そ
し
て
大
き

な
拍
手
が
鳴
り
響
い
た
。県
中
学

校
総
合
体
育
大
会
陸
上
競
技
大
会

は
７
月
22
か
ら
24
日
ま
で
、利
府

町
の
ひ
と
め
ぼ
れ
ス
タ
ジ
ア
ム
宮

城
で
開
か
れ
、小
泉
は
大
会
新
記

録
の
４
㍍
40
を
跳
び
優
勝
し
た
。

　
「
目
標
だ
っ
た
全
国
の
舞
台
に

立
て
る
」―
。全
中
出
場
を
目
標
に

努
力
し
て
き
た
小
泉
は
、表
彰
台

で
満
面
の
笑
み
を
見
せ
た
。

　

憧
れ
の
舞
台
、全
国
中
学
校
陸

上
競
技
選
手
権
大
会
は
８
月
20
か

ら
22
日
ま
で
、
熊
本
市
の
え
が
お

健
康
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
か
れ
た
。

　

男
子
棒
高
跳
び
は
、20
日
に
予

選
、21
日
に
決
勝
の
日
程
で
競
わ

れ
た
。予
選
当
日
、初
の
大
舞
台
に

も「
多
少
緊
張
し
た
が
、競
技
が
始

ま
る
と
自
分
の
世
界
に
入
れ
た
」

と
物
怖
じ
し
な
い
。試
技
は
４
㍍

10
か
ら
始
ま
り
、一
本
目
で
ク
リ

ア
。続
く
４
㍍
20
は
２
本
目
、４
㍍

30
は
一
本
目
で
ク
リ
ア
と
、良
い

リ
ズ
ム
で
跳
躍
を
重
ね
る
。４
㍍

30
を
跳
ん
だ
と
こ
ろ
で
、予
選
通

過
が
決
定
し
、決
勝
に
駒
を
進
め

た
。

　

迎
え
た
決
勝
、天
気
は
あ
い
に

く
の
雨
と
な
っ
た
。「
雨
だ
と
ポ
ー

ル
の
グ
リ
ッ
プ
が
滑
り
や
す
く
な

る
が
、み
ん
な
同
じ
条
件
な
の
で
」

と
特
に
気
に
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。試
技
は
４
㍍
20
か
ら
ス
タ
ー

ト
。こ
こ
は
一
本
目
で
難
な
く
ク

リ
ア
し
た
。続
く
４
㍍
30
も
１
本

目
で
ク
リ
ア
。い
よ
い
よ
自
己
記

録
の
４
㍍
40
へ
の
挑
戦
と
な
っ

た
。１
、２
本
目
が
失
敗
に
終
わ

り
、
運
命
の
３
本
目
。

　
「
踏
み
切
っ
て
か
ら
、バ
ー
に
向

か
う
瞬
間
、い
つ
も
の
跳
躍
が
で

き
て
な
い
こ
と
は
す
ぐ
に
分
か
っ

た
」―
。自
己
記
録
を
超
え
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
が
、
堂
々
の
６

位
入
賞
を
果
た
し
た
。

　

元
々
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
た
小

泉
だ
が
、中
学
校
に
サ
ッ
カ
ー
部

が
な
く
、陸
上
部
に
入
部
し
た
。

正
直
、楽
し
い
と
思
っ
て
い
な

か
っ
た
。転
機
は
中
１
の
夏
。棒
高

跳
び
を
し
て
い
た
６
歳
上
の
兄
に

勧
め
ら
れ
、
種
目
転
向
し
た
。

　

道
具
を
使
っ
て
、よ
り
高
く
跳

ぶ
棒
高
跳
び
の
と
り
こ
に
な
っ

た
。
身
体
能
力
の
高
さ
も
あ
り
、

そ
の
才
能
は
す
ぐ
に
開
花
。順
調

に
記
録
を
伸
ば
し
て
い
っ
た
。「
よ

り
高
く
跳
び
た
い
」。誰
よ
り
も
ひ

た
む
き
に
練
習
に
打
ち
込
ん
だ
。

し
か
し
、無
理
が
た
た
り
腰
椎
分

離
症
に
。大
け
が
を
乗
り
越
え
て

の
全
中
出
場
だ
っ
た
。

　
「
高
校
で
は
、全
国
の
舞
台
で
さ

ら
に
上
位
入
賞
を
」と
今
後
の
目

標
を
語
る
小
泉
。
貪
欲
な
ま
で
に

高
み
を
目
指
し
、挑
戦
す
る
姿
勢

は
、こ
れ
ま
で
も
、こ
れ
か
ら
も
変

わ
ら
な
い
。

Zoom Up Tome 2017 Special

Koizumi Sousi Oikawa Yuka
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Judo

　「このメンバーで全中に行けたことがうれし
かった」と口をそろえる３人。県大会は、佐沼中と
の準決勝が、全中行きの鍵を握っていた。市大会は
僅差での勝利で、力の差がないことは分かってい
た。先制して勢いに乗ろうと積極的に攻めに出た。
先鋒佐藤が粘る相手を絞めで一本。中堅髙橋は寝
技、大将加藤は背負い投げで勝ち、その勢いで決勝
を制し、全中行きを決めた。
　全中では、予選で大成中（愛知県）、下妻中（茨
城県）と対戦し２敗で敗退。個人 63㌔級に出場し
た髙橋も寝技でポイントを取られ、1回戦敗退と
なった。加藤は「自分たちの柔道が通じず、思うよ
うな試合ができなかった。分かっていたつもりだ
が、上には上がいる。より努力しなければ、上位に
は行けないと痛感した」と唇をかんだ。
　全国の舞台で、３人は新しい世界を知った。進路
は未定だが、共に戦ったメンバーも、高校ではライ
バルかも知れない。新たなステージでの全国制覇
を目標に、努力の日々は変わらない。

Swimming
Freestyle 

&
Medley
relay

Butterfly

　「最高のメンバーと出会えた」と話す４人。市内
から、全中リレー出場は、初めての快挙だった。１
年前から、フォームの改善や食事面での栄養管理
など、全中に向けて準備してきた。このような取り
組みが実を結び、４月ころからタイムが縮み、着実
に成果が現れた。県大会はすべて標準記録を突破
し、全中の切符を獲得した。県大会で、最初のピー
クを持ってきたため、東北大会では調子を落とす。
全中までは試行錯誤を繰り返した。
　千葉以外の３人は初の全中。期間中、自分たちの
リズムをうまく作れなかった。自由形、メドレーと
もにタイムが伸びず予選敗退した。個人バタフラ
イで決勝進出を目指していた千葉は、前日からの
腰に痛みにより、得意のアンダーウオータキック
ができずタイムは自己ベストから大きく遅れた。
リレーリーダーの冨士原は「このメンバーで勝ち
たかった。小学生から一緒に水泳をしてきて、良い
ところも悪いところも全部知っている。今後はそ
れぞれのステージで全国を目指す」。

　

市
内
に
あ
る
和
道
流
の
道
場

は
、和
道
会
は
さ
ま
と
和
道
会
菊

田
道
場
の
２
つ
。は
さ
ま
は
、約
30

年
前
、菊
田
道
場
は
７
年
前
か
ら

活
動
し
て
い
る
。全
国
の
強
豪
と

し
て
名
高
い
２
つ
の
道
場
は
、今

年
も
大
量
７
人
の
若
き
空
手
家
を

全
国
に
送
り
込
ん
だ
。

　

全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
手

権
大
会
は
８
月
５
日
、東
京
武
道

館
で
開
か
れ
た
。

　

小
５
男
子
の
北
浦
と
伊
藤
は
、

共
に
初
の
全
国
。ど
ち
ら
も
攻
撃

型
で
、北
浦
は
蹴
り
を
、伊
藤
は
突

き
を
得
意
と
し
て
い
る
。北
浦
は
、

開
始
直
後
か
ら
蹴
り
を
繰
り
出
す

も
、相
手
に
う
ま
く
裁
か
れ
、防
戦

一
方
の
展
開
。気
付
け
ば
０
対
６

で
敗
れ
た
。伊
藤
は
、緊
張
か
ら
体

が
動
か
ず
、１
対
３
で
敗
戦
。共
に

涙
を
の
ん
だ
が
、来
年
同
じ
舞
台

で
リ
ベ
ン
ジ
す
る
こ
と
を
誓
っ

た
。

　

小
６
男
子
の
安
達
は
、１
回
戦

シ
ー
ド
で
２
回
戦
か
ら
の
登
場
。

６
年
連
続
の
出
場
で
大
舞
台
に
は

慣
れ
て
お
り
、８
強
入
り
が
期
待

さ
れ
て
い
た
。し
か
し
、大
会
１
カ

月
前
に
痛
め
た
背
骨
の
影
響
で
技

が
決
ま
ら
ず
、０
対
１
で
敗
れ
た
。

　

小
６
女
子
の
加
藤
と
武
川
は
、

共
に
１
回
戦
を
勝
利
し
２
回
戦
に

進
出
。迎
え
た
２
回
戦
、加
藤
は
蹴

り
を
交
ぜ
て
の
攻
撃
を
心
掛
け

た
。し
か
し
、
突
き
が
多
く
な
り
、

攻
撃
が
単
調
に
な
っ
た
と
こ
ろ
を

決
め
ら
れ
失
点
。勝
て
る
試
合
を

落
と
し
て
し
ま
う
。武
川
は
、こ
ち

ら
か
ら
の
攻
撃
を
待
っ
て
い
る
相

手
に
、
焦
っ
て
突
っ
込
ん
で
し
ま

い
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
攻
め
ら
れ
０

対
４
で
敗
北
。２
人
は
、練
習
し
て

き
た
こ
と
が
実
践
で
き
な
か
っ
た

こ
と
を
悔
や
ん
だ
。

　

和
道
会
全
国
空
手
道
競
技
大
会

は
８
月
19
、20
の
両
日
、日
本
武
道

館
な
ど
で
開
か
れ
た
。

　

中
学
男
子
の
千
枝
と
加
藤
は
、

上
位
入
賞
が
目
標
。千
枝
は
、順
当

に
４
回
戦
ま
で
勝
ち
上
が
っ
た

が
、準
々
決
勝
で
隙
を
付
か
れ
判

定
負
け
。加
藤
は「
み
ん
な
の
分
も

自
分
が
」と
準
決
勝
に
臨
ん
だ
。序

盤
、相
手
を
押
し
込
ん
だ
が
、攻
撃

に
切
れ
が
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
を

攻
め
ら
れ
３
位
に
終
わ
っ
た
。加

藤
は「
負
け
は
し
た
が
、全
力
で
臨

ん
だ
結
果
」と
胸
を
張
っ
た
。

　

和
道
流
の
空
手
家
た
ち
は
「
今

日
の
負
け
は
明
日
の
勝
利
の
薬
」

と
、
前
を
向
き
稽
古
を
続
け
る
。
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Athletics
Long
 jump

　目標は「６㍍ 00 を跳び優勝」。高校最後の年、目標達
成に向けて走り幅跳びだけではなく、三段跳びにも挑
戦。幅跳びの跳躍に生かすためだ。県総体は２冠達成
し、好調な滑り出しだった。「好事魔多し」－。本番まで、
残り１カ月で膝を負傷。「頭が真っ白。どうしていいか
分からなくなった」。痛みが落ち着き、練習を再開した
のは本番１週間前。「今できる最善を尽くす」。諦めら
めず、くさらずに臨んだが予選敗退。「落ち込んだけど、
下を向いていても仕方ない」。９月上旬、吉報が届いた。
幅跳びと三段跳びでえひめ国体出場が決まった。「目標
達成してきます」。高橋の笑顔を待っている。

Archery
　雨風が吹きつける悪条件の中、開かれた県総体。アー
チェリー個人戦は、70㍍先の的に 144本の矢を射ち、合
計点数を競う。風と慣れない足元の感触に苦しみなが
らも、丁寧に矢を放ち３位に入賞した。インターハイ
までは、撮影した動画で射

しゃ

型
け い

を何度も確認しながら、
フォームを修正した。本番では、弓具トラブルに見舞わ
れる。最後まで諦めず矢を放ったが、決勝ラウンドには
進めなかった。今後は、県外の農業大学に進学を希望。
「学校と実家を往復しながら、山中や草原などに設置
された標的を狙う、フィールドアーチェリーを専門に
続けたい」。佐々木の新たな目標に胸が膨らむ。

Sato Nao

Zoom Up Tome 2017 Special

Judo
　「全中の目標は、昨年果たせなかった初戦突破」。これ
に向けて、高校生との練習試合や細かい技術などを貧
欲に取り組んでいた。その中で見つけたのは「自分の
柔道」。取り組むべき道が明確になった。
　全中は、１回戦不戦勝、２回戦で佐賀県武雄中の橋
口と対戦。過度な緊張はなく体は動いた。得意の大外
刈りを仕掛けたところをすかされ、払腰で１本負け。
目標には届かなかったが、悔いはなかった。
　佐々木は「今後は、希望する高校に進学し、インター
ハイに出場することが目標。「自分の柔道」でリベン
ジを果たしたい」と心に誓った。

Sumo
　わんぱく相撲全国大会は力士の聖地、両国国技館で
開かれ、全国から130人のちびっ子力士が出場し、佐々
木はベスト 32 に入った。初めての全国大会に「どきど
きしたけど、わくわくしていた」と無邪気に笑う。１回
戦は、兵庫県の選手と対戦。一回りも大きい相手だが、
立ち合いで先手を取り、押し出しで勝利。続く２回戦
も、１回戦さながらの動きで寄り切った。３回戦では完
全に力負け。佐々木は、12月に開かれる全日本小学生相
撲優勝大会への出場も決めている。「スポ少のラグビー
の練習と立ち合いの稽古を頑張る」。持ち前のスピード
とパワーをさらに磨き上げ、８強入りを目指す。

Bicycle
　「先輩の残した成績を、少しでも越えることが目標
だった」と話す４人（写真左から、米倉冬

と

碧
きあ

（６年）、佐々
木歩

ほの

果
か

（５年）、及川龍
たつ

樹
き

（６年）、熱海穂
ほ

尚
たか

（６年））。県大
会を２連覇し、全国へと駒を進めた。大会は、学科と安
全、技能走行の３つで競われたが、結果は 40 位と振る
わなかった。「実技では減点が少なかったけど、学科が
難しかった」とキャプテンの及川は振り返る。大会が終
わった後も、６年はクラブ活動に参加し、後輩を指導し
ている。来年６年になる佐々木は「後輩たちと一緒に、
練習を頑張っていきたい」と、自転車への思いは後輩た
ちに引き継がれた。

Softball
　先輩たちから引き継いだ「全国で１勝」が悲願だっ
た。悲願達成に向けてのチームづくりでは、意見がぶ
つかった。そのたびに話し合いを重ねて連携を強化し
てきた。全中行きは、「目標に向けての一歩、まだスター
トライン」。
　１回戦の相手は、高知県の黒岩・尾川中。試合直後、
会場の雰囲気にのまれ、周りの指示が聞こえなかった。
上位打線にヒットが出ず、３回ともに３者凡退。守備
では、細かなミスが大量失点に結びついた。結果は 0
対15で負け。それでも、最後まで諦めずに戦い抜いた。
悲願は、後輩たちに託された。

Sprint

　「まさか、インターハイに出場すると思わなかっ
た」と控えめに話す佐藤。
　工藤大

ひろ

将
ま さ

監督は「水をつかむ感覚や持久力など、
よい素質の持ち主。まず、今年は秋の新人大会で
勝てるように仕上げたい」と考えていた。しかし、
県総体決勝で１位の選手に粘り強く食らいつき、
ゴール直前で逆転し優勝。「負けたくないと、最後
にもう一押しした。インターハイのことは全く頭
になかった」と無欲の勝利だった。
　インターハイには「持てる力を全て出し切る」を
目標に臨んだ。初の全国でも「全く緊張しなかっ
た」と強心臓ぶりを見せ、200、500㍍のいずれも、準
決勝に進出した。特に 500㍍の予選は、雨で大波が
立つ最悪の状況。多くの選手が転覆で失格してい
た。その中で、バランスを崩しながらも４着でゴー
ル。「あの状況で、バランスを何度も崩しながら、
４着に入ったところに伸びしろを感じた」と工藤
監督。「練習もレースも出し切るだけです」と、佐藤
は自然体でカヌーと向き合う。
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　東和中学校（吉野幸
ゆき

信
の ぶ

校長）２年生の「職業体験学習」
は８月２～４の３日間、市内事業所の協力を得て開か
れ、生徒らは仕事をすることへの理解を深めました。
　市役所で職場体験したのは、及川大

だい

也
や

さんと千葉碧
あお

惟
い

さんの２人。２日は地域コミュニティの夏祭り準備、
３日は南東北インターハイボート競技会場でふるさと
応援寄附金のＰＲ、４日は総務部総務課で文書配布な
どの仕事を体験しました。体験後２人は「暑い中での祭
りの準備は大変でしたが、感謝をされてやりがいを感
じました。仕事をするには、他人への思いやりの気持ち
も大切だと学びました」と振り返りました。

県外からの来場者に、ふるさと応援寄附金の説明をする生徒ら。
本市の魅力を、分かりやすく伝えるのに苦労していました。

　「ふるさとスポーツ祭登米地区大会」は８月27日、中
田総合体育館などで開かれ、73チーム約 560 人が参加
し、さわやかな汗を流しました。
　スポーツ祭は、ソフトボール、ビニールバレーボー
ル、グラウンドゴルフなどの実施種目のほか、ターゲッ
トバードゴルフなどの公開種目を加えた５種目を実
施。選手らは、地域間交流を楽しみながら、熱戦を繰り
広げました。グラウンドゴルフに出場した西條喜

き

美
み

江
え

さん（72）＝豊里町仲町＝は「競うだけでなく、他の地域
の人たちと交流もできて楽しい。来年も出場できるよ
う頑張りたい」と意気込んでいました。

近年、競技人口が増えているグラウンドゴルフ。打ち損じに思わ
ず「ああっ」という声が出ていました。

　「登米市移住体験ツアー」は８月26日、市移住・定住サ
ポートセンターなどで開かれ、参加者は食や自然など
本市の魅力を満喫しました。
　ツアーは、移住を考えている人などを対象に本市の
魅力を体感してもらい、移住・定住を促進する目的で初
めて開催。千葉県や仙台市から訪れた参加者は、長沼で
散策やはすまつり、移住お試し住宅の見学や夏野菜収
穫を体験しました。千葉県我孫子市から参加した小野
寺仁

ひとし

さん（40）は「以前から田舎暮らしがしたいと考え
ていました。登米市は、自然や住環境などが良く、移住
の地にふさわしい」と本市への移住に前向きでした。

オジマスカイサービスでミニトマトを収穫し、試食する参加者。
高い糖度としっかりした味に「うまい」を連発していました。

一生懸命元気に踊る園児らに、会場から大きな拍手が送られて
いました。

　「石ﾉ森章太郎ふるさと記念館夏祭り」（同記念館友の
会主催）は８月19日、記念館駐車場などで開かれ、詰め
かけた来場者が「石森の夏」を楽しみました。
　夏祭りは、地元石森の若者グループ「石若会」のみこ
し練り歩き、仮面ライダーよさこいバージョンフェス
ティバル、石森小児童の合唱とブラスバンド演奏など、
多彩なプログラムを展開。保育所「森のくまさん」（中田
町石森）の園児と職員らが、「雀おどり」を初めて披露し
ました。森のくまさんぱんだ組の伊藤叶

か の ん

音ちゃん（５）
は「いっぱい練習した雀おどりを、上手に踊れて楽しか
ったです」と満足げな表情を浮かべました。

　「登米市戦没者追悼式」は８月18日、登米祝祭劇場で
開かれ、遺族など約 400 人が参列し、恒久平和を誓いま
した。
　黙祷後、熊谷盛

もり

廣
ひ ろ

市長は「私たちは恒久平和を強く求
め、二度と悲惨な歴史を繰り返さないよう、戦争の悲惨
さと平和の尊さを次世代に継承していかなければなり
ません」と式辞を述べました。来賓の追悼のことばに
続いて、参列者全員が献花をし、静かに手を合わせ戦没
者3529人の冥福を祈りました。齋藤昇

のぼる

さん（79）＝迫町
新町＝は「父や戦没者には安らかに眠ってほしい。平和
が当たり前の世の中に」と手を合わせました。

白菊を備え、手を合わせる参列者ら。恒久の平和への誓いを新た
にしました。

　「北上川川遊び体験」（県東部教育事務所登米地域事
務所主催）は７月26日、石巻市桃生町の旧北上川で開か
れ、市内の小中学生 47 人が川遊びを体験しました。
　川遊び体験は、同事務所の地域活動プログラム開発
事業の一環で、子どもたちの生きる力を育むことが目
的。脇谷洗

あらい

堰
ぜ き

閘
こ う

門
も ん

から植立山河川公園までの約３㌔の
コースを、全長約 40㍍の巨大いかだに乗り、川下りを
楽しみました。途中で川に入り、カヌー、水上自転車や
発泡スチロールなどに乗り換えて川を散策。子どもた
ちは、普段できない川遊びにとても生き生きとした表
情を見せていました。

いかだを止めて、浅瀬で水遊びを楽しむ子どもたち。自然との触
れ合いを存分に楽しんだ１日でした。
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平
成
30
年
成
人
式
を
開
催
し
ま

す
。
開
催
に
当
た
り
、
式
の
運
営

に
協
力
い
た
だ
け
る
実
行
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

平
成
30
年
１
月
７
日（
日
）

午
後
１
時
開
式（
受
け
付
け
＝
午

前
11
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
）

登
米
総
合
体
育
館（
と
よ

ま
蔵
ジ
ア
ム
）

平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
で
❶
＝
市
内
の
中
学
校
を

卒
業
し
た
人
❷
＝
平
成
29
年
９
月

１
日
現
在
、市
内
に
住
所
を
置
い

て
い
る
人
❸
＝
❶
❷
以
外
で
市
成

人
式
に
出
席
を
希
望
す
る
人
（
要

　

市
民
誰
も
が
参
加
で
き
る
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
話
を
し
な
が
ら
、
長

沼
ダ
ム
を
眺
め
ら
れ
る
コ
ー
ス
を

歩
い
て
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
せ
ん
か10

月
９
日（
月
・
祝
）午
前

９
時
開
会北

方
小
学
校
校
庭（
北
方

公
民
館
向
い
）

ふ
る
さ
と
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

❶
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
❷
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
ま
た
は
ポ
ー
ル
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

（
用
具
は
貸
し
出
し
ま
す
）

　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
な

ど
の
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、
健
康
づ
く

り
情
報
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ

リ「
登
米
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
歩
き
旅
」

の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

※
参
加
者
に
は
、
適
塩
に
配
慮
し

た
健
康
と
ん
汁
を
提
供
し
ま
す
。

申
込
）

※
対
象
者
に
は
、
11
月
下
旬
に
案

内
状
を
送
付
し
ま
す
の
で
、式
当

日
に
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い（
案

内
状
が
12
月
中
旬
ま
で
に
届
か
な

い
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
）

実
行
委
員

の
活
動
は
、
月
１
回
程
度
で
す
。

実
行
委
員
と
し
て
協
力
い
た
だ
け

る
場
合
は
、
10
月
3
日
（
火
）
ま

で
事
務
局
に
電
話
（
平
日
午
前
9

時
〜
午
後
5
時
）
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い

教
育
委
員
会
教
育

部
生
涯
学
習
課（
生
涯
学
習
推
進

係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
９
８

当
日
は
、
第
７
回
メ
イ
ヤ
ー
ズ
ウ

オ
ー
ク
（
市
長
と
歩
こ
う
）
も
同

時
開
催

無
料登

米
市
ス
ポ
ー
ツ

ま
つ
り
実
行
委
員
会（
中
田
総
合

体
育
館
内
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）７
３
０
２

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
事
業
は
、「
子
育
て
を
助
け

て
ほ
し
い
人
」（
利
用
会
員
）
と

「
子
育
て
を
手
伝
え
る
人
」（
協
力

会
員
）が
そ
れ
ぞ
れ
会
員
登
録
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
を
支
援
し

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
子
育
て
を
手
伝
え
る

人
（
協
力
会
員
）
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

◉
協
力
会
員
に
な
る
た
め
に
は

○
市
内
に
居
住
し
て
い
る
心
身
と

も
に
健
康
な
20
歳
以
上
の
人

○
自
宅
で
安
全
に
お
子
さ
ん
を
預

か
る
こ
と
が
で
き
る
人

○
市
が
主
催
す
る
協
力
会
員
講
習

会
を
受
講
し
た
人

◉
協
力
会
員
講
習
会

10
月
５
日（
木
）午
前
10

時
30
分
〜
午
後
３
時
15
分

】
南
方
庁
舎
２
階（
中
会
議

室
）

】
電
話
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い

10
月
２
日（
月
）

無
料

登

米
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
事
務
局
（
南
方
子
育
て

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
８

申込書は、医療局総務課で配布します。
郵便で請求する場合は、封筒の表に「応募職種名」、「採
用試験申込書請求」双方を朱書きし、宛先を明記して
120 円切手を貼った返信用封筒（Ａ４版が入る大きさ）
を必ず同封してください

❶合格者は任用候補者名
簿に登録し、登録者の中から採用者を決定します。合
格者全員が採用されるとは限りませんのでご注意くだ
さい❷採用は平成 30年４月 1日（資格・免許取得見込み
については５月１日）の予定です。ただし、資格・免
許を持つ人は平成 30年４月１日以前に採用する場合も
あります

９月 20日（水）～  10 月４日（水）

医療局経営管理部総務課（人事係）
〒 987-0511　宮城県登米市迫町佐沼字下田中 25
（登米市民病院内）　☎ 0220（44）4795

　

日
頃
の
食
生
活
を
見
直
し
、
家

族
の
健
康
を
守
る
た
め
、大
塚
製

薬
、ウ
ジ
エ
ス
ー
パ
ー
と
共
催
し
、

食
育
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
終

了
後
は
、個
別
相
談
会
も
実
施
し

ま
す
の
で
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

】
◉
11
月
14
日（
火
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
／
石
森
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
◉
11
月
15
日

（
水
）午
後
1
時
30
分
〜
3
時
／
豊

里
公
民
館
◉
11
月
18
日（
土
）午
前

10
時
〜
11
時
30
分
／
迫
公
民
館

❶
ウ
ジ
エ
ス
ー

パ
ー
店
頭
❷
健
康
推
進
課
ま
で
電

話
、
メ
ー
ル
（
参
加
希
望
日
も
入

力
）
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

1010
月
１
日（
日
）

月
１
日（
日
）

〜〜
1111
月月
５５
日（
日
）

日（
日
）

】
無
料

市
民
生
活
部
健
康

推
進
課（
地
域
保
健
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

糸kenkosuisin@
city.tom

e.
m
iyagi.jp

と
も
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
課（
児

童
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
６
２

県
東
部
児
童
相
談
所

☎
０
２
２
５（
９
５
）１
１
２
１

み
や
ぎ
里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
け
や

き☎
０
２
２（
７
１
８
）１
０
３
１

里
親
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

か
ら
親
と
一
緒
に
暮
ら
せ
な
い
子

ど
も
を
、
家
庭
に
迎
え
入
れ
、
温

か
い
雰
囲
気
の
中
、
愛
情
と
真
心

を
持
っ
て
育
て
て
く
れ
る
人
を
い

い
ま
す
。

　

子
ど
も
を
預
か
る
期
間
は
、
数

日
か
ら
数
年
ま
で
と
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
児
童
養
護
施
設
な
ど
に
入
所

し
て
い
る
子
ど
も
を
、
夏
休
み
や

冬
休
み
の
数
日
間
だ
け
預
か
る
こ
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30
年
度
に
実
施
す
る
、
地
域
の

集
会
施
設
建
設
や
改
修
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

❶
集
会
施
設
の
建
設

お
よ
び
購
入
❷
施
設
の
修
繕
お
よ

び
模
様
替
え
（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
含
む
）、増
築

補
助
対
象
経

費
の
２
分
の
１
以
内
で
❶
新
築
＝

１
千
万
円
❷
修
繕
、模
様
替
え
な

ど
＝
２
５
０
万
円❶

門
、柵
、植
樹
な

市
青
年
団
連
絡
協
議
会
主
催
の

事
業
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

11
月
３
日（
金
・
祝
）午
前

９
時
〜
午
後
３
時（
雨
天
決
行
）

】伊
豆
沼
農
産
・
相
澤
農
園

（
迫
町
新
田
）

❶
市
内
在
住
の
20
〜
40
歳

ま
で
の
男
女
❷
市
内
を
主
な
活
動

拠
点
と
す
る
20
〜
40
歳
の
男
女

（
定
員
40
人
）

】ネ
ギ
収
穫
体
験
、は
っ
と

作
り
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど

【

】２
千
円

10
月
20
日（
金
）

】
教

育
委
員
会
教
育
部
生
涯
学
習
課

（
生
涯
学
習
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
９
８

０
２
２
０（
３
４
）２
５
０
４

　行政相談は、国や県、市などへの意見、
要望などの相談に応じ、その解決や実現
をお手伝いするものです。
　市は、右記の日程で特設行政相談所を
開設します。行政相談委員が皆さんの相
談に無料で応じます。お気軽にご利用く
ださい。

総務部総務課（総務法制係）
☎０２２０（２２）２０９１

ど
の
附
帯
工
事
費
お
よ
び
購
入
費

❷
用
地
の
取
得
費
❸
既
存
建
物
の

解
体
費
❹
備
品
費
な
ど

30
年
度
事
業
分
の
要

望
＝
10
月
31
日（
火
）

※
事
前
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
対
象

経
費
な
ど
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

企
画

部
市
民
協
働
課（
市
民
活
動
支
援

係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

　

市
内
に
転
入
し
、民
間
住
宅
な

ど
を
賃
借
し
た
夫
婦（
ど
ち
ら
か

が
40
歳
未
満
の
場
合
）の
家
賃
を

助
成
し
ま
す
。❶

28
年
１
月
１
日
以

降
に
市
内
に
転
入
し
、
ア
パ
ー
ト

な
ど
の
民
間
住
宅
を
賃
借
し
た
ど

ち
ら
か
が
40
歳
未
満
（
転
入
日
時

点
、
た
だ
し
、
28
年
１
月
１
日
〜

29
年
３
月
31
日
に
転
入
し
た
場
合

は
、
28
年
４
月
１
日
時
点
） 

の
夫

婦
❷
市
税
等
の
滞
納
が
な
い

民
間
住
宅（
公
的
賃

貸
住
宅
、
官
舎
、
社
宅
、
社
員
寮

は
対
象
外
）の
家
賃
か
ら
、住
宅
手

当
相
当
額
を
控
除
し
た
家
賃
の
２

分
の
１（
月
額
１
万
５
千
円
が
限

度
）。今
回
は
、
29
年
4
月
か
ら
９

月
ま
で
の
家
賃
支
払
実
績
に
基
づ

い
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

10
月
２
日（
月
）〜
10

月
31
日（
火
）

古
文
書
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

】
10
月
５
日
・
12
日
・

19
日
・
26
日
（
毎
週
木
曜
）

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

30
分　

　

登
米
公
民
館
（
２
階
会

議
室
）

５
０
０
円　

※
初
回

参
加
の
際
に
ご
持
参
く
だ
さ
い

資
料
の
解
読
と
歴
史
的

背
景
の
解
説
な
ど

◉
第
１
回
：
御
金
堀
人
数
改
帳　

◉
第
２
回
：
切
支
丹
宗
門
改
帳　

◉
第
３
回
：
戊
辰
戦
争
御
軍
用
記

録◉
第
４
回
：
登
米
県
庁
宛
出
火
焼

失
届

後
藤
悦え

つ

雄お

氏
（
登
米
市

文
化
財
保
護
委
員
）

電
話

】
９
月
29
日
（
金
）登

米
図
書
館

☎
０
２
２
０
（
５
２
）
５
３
３
０

※
申
請
の
方
法
な
ど
詳
細
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

企
画
部
企
画
政
策
課（
移
住
・
定

住
促
進
係
）

移
住
・
定
住
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
３
３
１

糸

tom
e-life@

city.tom
e.

m
iyagi.jphttp://w

w
w
.city.tom

e.
m
iyagi.jp/kurashi/iju-teiju.htm

l  

　

現
在
、
北
朝
鮮
は
、
弾
道
ミ
サ

イ
ル
を
繰
り
返
し
発
射
し
て
お

り
、
日
本
は
、
そ
の
被
害
を
受
け

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
弾
道
ミ
サ

イ
ル
が
発
射
さ
れ
た
場
合
、
極
め

て
短
時
間
で
到
達
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

　

弾
道
ミ
サ
イ
ル
落
下
の
可
能
性

が
あ
る
と
き
な
ど
に
、
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

を
通
じ
、
防
災
行
政
無
線
で
特
別

な
サ
イ
レ
ン
音
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

流
し
ま
す
。

  

ま
た
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
な
ど

で
緊
急
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、
落
ち
着
い
て
行
動
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
近
く
の
で
き
る
だ
け
頑
丈
な
建

物
や
地
下
に
避
難
す
る

▼
近
く
に
適
当
な
建
物
が
無
い
場

合
は
、
物
陰
に
身
を
隠
す
か
地
面

に
伏
せ
頭
部
を
守
る

▼
で
き
る
だ
け
窓
か
ら
離
れ
、
で

き
れ
ば
窓
の
な
い
部
屋
へ
移
動
す

る

▼
口
と
鼻
を
ハ
ン
カ
チ
な
ど
で
覆

い
、
直
ち
に
現
場
か
ら
離
れ
、
密

閉
性
の
高
い
屋
内
ま
た
は
風
上
へ

避
難
す
る

▼
換
気
扇
を
止
め
、
窓
を
閉
め
、

目
張
り
を
し
て
室
内
を
密
閉
す
る

※
武
力
攻
撃
や
テ
ロ
な
ど
か
ら
身

を
守
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
行

動
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
内
閣

官
房
の
「
国
民
保
護
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
サ

イ
レ
ン
音
を
試
聴
で
き
ま
す

http://w
w
w
.kokum

inhogo.

go.jp/
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消
防
本
部
は
、
幼
年
期
か
ら
防

火
の
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
て

も
ら
う
た
め
、
ド
ラ
ム
や
シ
ン
バ

ル
な
ど
の
幼
年
消
防
用
鼓
笛
隊

セ
ッ
ト
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

購
入
に
当
た
っ
て
は
、
一
般
財

団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝

く
じ
社
会
貢
献
広
報
事
業
の
助
成

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

鼓
笛
隊
セ
ッ
ト
は
８
月
17
日
、

認
定
こ
ど
も
園
さ
く
ら
幼
稚
園

（
片
岡
大だ

い

助す
け

園
長
）に
贈
呈
さ
れ
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
や
防
火
思
想
の
普

及
に
活
用
さ
れ
ま
す
。消防

本
部
予

防
課（
予
防
建
築
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
０
０

　

だ
れ
も
が
活い

き
生い

き
と
暮
ら
せ

る
登
米
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条

例
に
基
づ
き
、
28
年
度
の
男
女
共

同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
施
策
の

推
進
状
況
等
を
公
表
し
ま
す
。

　

各
総
合
支
所
に
「
平
成
28
年
度

男
女
共
同
参
画
の
施
策
に
関
す
る

推
進
状
況
報
告
書
」
を
設
置
し
ま

す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

】
企
画
部
市
民
協

働
課（
市
民
活
動
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

左
記
の
と
お
り
交
通
規
制
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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▶

☎

◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）
　☎ 0229 (24) 2267

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊊
（祝） ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊊  ☎

㊌  ☎

㊋  ☎

㊊  ☎

▶

▶

◉診療時間　9:00～17:00
【休日急患当番医】
◉休日・夜間診療案内　☎0229(24)2267（24時間）
◉第２次診療　登米市民病院　 ☎0220(22)5511
【問い合わせ】登米市医師会　☎0220(22)2084
※月～金曜日(休日を除く)
【歯科休日当番医】
【問い合わせ】市民生活部健康推進課　☎0220（58）2116
※当番医は、変更する場合があります。各医療機関に確認の上、
受診ください。

　　　　　　☎

樋
ひ の

野　興
おき

夫
お

 氏

島根県生まれ、順天堂大学医学部病理・
腫瘍学講座教授。医学博士。米国アイ
ンシュタイン医科大学肝臓研究センタ
ー、米国フォックスチェースがんセン
ター、癌研究会・癌研究所実験病理部部
長などを経て現職。2008年「がん哲学外
来」を開設。日本癌学会奨励賞など受賞。

　

高
齢
者
で
「
最
近
物
忘
れ
が

多
く
な
っ
た
」「
元
気
が
な
く

何
も
や
ろ
う
と
し
な
く
な
っ

た
」
な
ど
、
気
に
な
る
症
状
が

あ
り
ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
精
神
科
医
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。
相
談
は
予
約
制
で
す
の

で
、
事
前
に
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
か
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

10
月
27
日（
金
）
午
後

１
時
30
分
〜市役

所
南
方
庁
舎（
１

階
相
談
室
）

各
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
各
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
分
室
、
ま
た
は
福

祉
事
務
所
長
寿
介
護
課（
長
寿

社
会
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◉診療時間　9:00～17:00
（受付16:30まで）
【問い合わせ】登米市民病院
☎0220（22）5511
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迫
　「迫地区あいさつ運動」（青少年のための登米市民会議迫
支部主催・小林富

とみ

雄
お

支部長）は 8月 28 日、迫町内の小
中学校で実施され、運営委員や地区推進員ら約 50人が、
登校する児童生徒とあいさつを交わしました。
　運動は、青少年が明るい希望に向かって、健やかに心身
共にたくましく成長することが目的。声を掛けられた子供
たちは、大きな声で「おはようございます」とあいさつし、
一日の始まりを元気よくスタートさせました。

登米
　「とよま盆おどり大会」は８月 15日、登米公民館で開
かれ、帰省客など多くの人でにぎわいました。
　盆おどり大会は、とよまコミュニティ運営協議会が中心
に地域住民が協力し、毎年開催している夏の風物詩。同日
はあいにくの雨により、屋内での開催となりました。ちょ
うちんが吊るされた会場では、とよま盆踊り、桜乃会によ
る和太鼓演奏や大抽選会が催され、来場者は残り少ない夏
を心行くまで楽しみました。

東和
　「あそびの探検隊隠れキリシタンの里であそぼう！」（青
少年のためのあそびの探検隊、東和町子ども会育成協議会
主催）は８月19から 20日まで、米川綱木親和会館で開か
れ、小学生やジュニアリーダーら約20人が参加しました。
　子どもたちは、流しそうめんの資材や食器の製作、近隣
農家から食材を調達してカレー作り、スイカ割りなどを楽
しみ、夜は室内でキャンドルサービスなどをして交流を深
めました。

中田
　中田地区５小学校６年生の交流合宿「八

はち

ん子かっぱ村」は、
８月５から７日まで、国立花山青少年自然の家で開かれ、
118人が参加しました。
　かっぱ村は、中学校入学前の仲間づくりと、小学校最後
の夏休みの思い出づくりが目的。沢登りやキャンプファイ
ヤーなどで交流を深めました。橘柊

しゅう

児
じ

くん＝加賀野小＝は
「滝ジャンプがとても楽しかった。他校の友達がたくさんで
きたので、中学校で再会するのが楽しみ」と話していました。

豊里
　北海道から「YOSAKOI ＆ねぷた in とよさと」に招待
したチーム北海道大学「縁

えん

」とコンサフリーク～北海道武
蔵女子短期大学～は 8月５から 6日、市内の老人ホーム
を慰問し、よさこい演舞を披露しました。
　慰問は、学生から入居者に演舞を楽しんでもらいたいと
申し出があり実現。「北海道YOSAKOI ソーラン祭り」で
上位の学生たちの派手なパフォーマンスと迫力ある演舞
に、入居者らは大きな拍手を送りました。

石越
　「石越町剣道サマーフェスティバル」は8月 6日、石越
体育センターで開かれ、町内の剣道愛好家が、世代を超え
て交流しました。
　催しは、小学生から大人まで剣道に親しむことを目的に
開催しており、今年で9回目。小学生と保護者の親子対決、
小学生から一般までの混合 4人チームによる団体戦が組
まれ、参加者は日頃経験できない対戦を楽しみながら、白
熱した試合を繰り広げました。

津山
　「津山宝

だから

発゙掘写真展」は８月５から19日まで、道の駅津
山「もくもくランド」で開かれ、約1400人の来場者が会
場を訪れました。
　写真展は、地域住民から提供された写真178点を展示。
特別展として、現在と過去の陸前横山駅の写真を展示しまし
た。明治から昭和にかけての街並みや当時の暮らしを物語る
写真などが展示され、来場者は当時の情景を懐かしみながら、
興味深く眺めていました。

米山
　登米市建設職協同組合米山支部会員は７月23日、事前
に申し込みがあった高齢者世帯を訪問し、建具の調整、電
球の交換、包丁研ぎ、障子の張り替えなどをボランティア
で手伝いました。
　活動は年１回実施しており、今年で５回目。18人の会
員が６班に分かれ、29世帯でそれぞれ作業しました。依
頼者は、プロの作業で新しくなった障子などを見て、「大
変助かりました」と感謝していました。

南方
　南方産牛のＰＲと消費者との交流が目的の「もっこり牛　南方産牛のＰＲと消費者との交流が目的の「もっこり牛
まつり」は８月14日、南方総合支所前で開かれ、多くのまつり」は８月14日、南方総合支所前で開かれ、多くの
人でにぎわいました。人でにぎわいました。
　目玉である、南方産のもっこり牛の丸焼きには、配布前　目玉である、南方産のもっこり牛の丸焼きには、配布前
から長蛇の列。約千人前を無料で振る舞いましたが、わずから長蛇の列。約千人前を無料で振る舞いましたが、わず
か数分でなくなりました。来場者は、バーベキューやカレーか数分でなくなりました。来場者は、バーベキューやカレー
など、南方産の食材を味わい、民謡などのステージイベンなど、南方産の食材を味わい、民謡などのステージイベン
トや輪投げなどで、楽しい一日を過ごしました。トや輪投げなどで、楽しい一日を過ごしました。

TOWNS TOPICS
９つのまちのホットな話題をお届けします

9
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くん
（迫町鉄砲丁）

くん
（迫町中江）

くん
（迫町大網南）

くん
（迫町西表）

くん
（迫町萩洗）

ちゃん
（迫町駅前）

ちゃん
（迫町古宿）

ちゃん
（迫町永田）

くん
（迫町泥内）

くん
（迫町赤沼）

Books
Monthly Hot Communication

Books

Health

Young

Dream

Child

Half
Century

One's
Home

～利用者の声や図書館のイベントなどをお知らせします～

☎
☎
☎

くん
（迫町新町）

ちゃん
（迫町鉄砲丁）

ちゃん
（迫町品の浦）

くん
（迫町江合）

ちゃん
（迫町上舟丁）

ちゃん
（迫町大網南）

ちゃん
（中田町大柳）

くん
（中田町茶畑）

ちゃん
（中田町南加賀野）

くん
（米山町猪込）

ちゃん
（豊里町下町）

ちゃん
（中田町南加賀野）

鈴木　 創
そ う き

喜くん
（中田町弥勒寺南）

くん
（中田町大柳）

ちゃん
（中田町本町畑中）

くん
（迫町平柳）

くん
（迫町泥内）

ちゃん
（南方町大門）

ちゃん
（石越町第十二）

くん
（石越町芦倉）

ちゃん
（米山町千貫）

くん
（南方町苔野谷地上）

ちゃん
（南方町北本郷）

ちゃん
（南方町北本郷）

くん
（南方町畑岡）

　登米図書館は、知識や教養、文化の向上や資源を
有効活用するため、閲覧期間が過ぎた雑誌を希望者
に無料で提供します。提供する雑誌は、料理、手芸、
ライフスタイル情報誌などです。
　この機会に、いろいろな雑誌をご覧いただき、お
気に入りのものをお持ち帰りください。

９月 29 日（金）、30 日（土）
午前 11 時～午後１時

登米公民館（１階談話室）
約 400 冊
１人５冊まで（雑誌を持ち帰る袋を

ご持参ください）
登米図書館　☎ 0220（52）5330

くん
（石越町第十二）

ちゃん
（南方町峯）

ちゃん
（南方町北本郷）

くん
（南方町峯）

　市は、節目の年代を迎える人を対象に、歯周病検診
を実施しています。
　歯周病になると、よくかめなくなったり、歯周病菌
が歯ぐきの血管から感染し、脳卒中、がん、心臓病など
の生活習慣病や肺炎など、体にさまざまな影響を及ぼ
します。昨年度の受診結果によると、7割の人が精密
検査の対象者でした。
　健康な生活を送るために検診を受け、口腔状態を確
認しましょう。

平成 30 年１月 31 日まで
本年度 31 歳・40 歳・50 歳・60 歳・70 歳

の誕生日を迎える人
無料
市内協力医療機関に

予約の上、「歯周病検診受診券」を
持参し、受診して下さい。受診券
は、対象者に送付しています。

市民生活部健康推進課（健康推進係）
☎ 0220（58）2116
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Dream
Monthly Hot Communication

いい笑顔が撮れた
ね。佐沼夏祭りで
アロハ気分！ 

2017年５月16日生まれ
中田町・加賀野一
悠さんの次男

くん（４カ月）

最近、たくさん笑っ
てくれて、笑顔が
いっぱい。早く、お
兄ちゃん、お姉ちゃ
んと遊べるようにな
りたいね！

Monthly Hot Communication

Child

201６年３月19日生まれ
米山町・森腰
真悟さんの長男

くん （１歳）

　私の将来の夢は、本に携わる仕事をする
ことです。
　私は、小説、物語、伝記や漫画などの本
を読むことがとても大好きです。どんな本
でも、ストーリーを想像しながら読むと、
主人公になった気分になり、ワクワクする
からです。
　本に携わる仕事といっても、たくさんあ
るので迷っています。
　書店や図書館で働くこと、小説家、漫画
家、校閲、編集者など、いろいろな仕事が
あるからです。
　これからも好きな本をたくさん読んだ
り、本に携わる仕事について調べたりして、
将来に役立てたいです。

Young
Monthly Hot Communication

　168㌢でＢ型です。
　自営で塗装業をしています。高

校を卒業して、すぐこの仕事に就きまし
た。最近少しずつですが、仕事を任される
ようになってきました。いつも心掛けてい
るのは、丁寧に塗装し、きれいに仕上げる
こと。完成した外壁を目の前にすると達成
感があり、仕事をしてきてよかったと思い
ます。いつかは、親方である父を越えたい
ですね。父が築いた信用を守りながら、一
つずつ受け継いでいきたいと思います。

　よくも悪くも、一つのこと
に集中するタイプ。何事にも没頭してしま
うんですよね。

　音楽が好きで、よく友達と一緒
にライブに行きます。西野カナさんや湘南
乃風を聴いています。

　明るく家庭的な人がいい
ですね。

　田んぼの草刈りは、かかせませ
ん。それと月１回は同級生たちと集まって、
バーベキューをしています。消防団に入っ
ているので、火の取り扱いには常に気配り
を。団員として、消火訓練や夜間に巡回活
動をしています。団の先輩がいろいろ指導
してくれるので、学ぶことがたくさんあり
ますね。訓練でも実際の現場を想定し、先
を読んで行動するよう心掛けています。

　いつか時間を気に
しないで、海釣りをしてみたいですね。

　自然豊かで、空気、
水がおいしい米所。優しい人が多く、住ん
でいて心が落ち着くまちだと思います。

❶ ❷ ❸ ❹ ❺ ❻ ❼
❽

電子申請：
https://www.shinsei.elg-front.jp/miyagi/uketsuke/dform.do?acs=212IdolMyHome

読書が大好き
本に囲まれた仕事がしたい
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Half Century
Monthly Hot Communication

ど
ご
さ
行
ぐ
が
も
分
が
ん
ね

で
、仲
人
と
中
田
町
の
上
沼
ま
で

自
転
車
で
行
っ
て
、お
ば
あ
さ
ん

を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
よ
。

お
と
な
し
い
感
じ
の
人
だ
と

思
っ
た
で
ば
。

気
持
ち
が
落
ち
着
い
て
で
、

優
し
そ
う
な
人
だ
ど
思
っ
た
よ
。私

の
母
親
が
お
じ
い
さ
ん
の
こ
と
を

知
っ
て
で
、勧
め
ら
れ
た
の
。

当
時
は
、新
婚
旅
行
さ
行
げ
な

く
て
し
ゃ
。知
人
と
一
緒
だ
げ
ど
、

20
年
前
に
お
ば
あ
さ
ん
を
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
さ
連
れ
で
げ
だ
よ
。

家
族
み
ん
な
い
い
人
た
ち

「
サ
ー
カ
ス
の
少
女
」

　

あ
れ
は
中
学
１
年
の
秋
頃
で
し

た
。
木き

の

下し
た

サ
ー
カ
ス
が
や
っ
て
き

て
、
登
米
の
北
上
川
沿
い
の
原
っ

ぱ
に
、
丸
型
の
大
き
な
テ
ン
ト
を

張
り
ま
し
た
。
初
日
は
、
宣
伝
楽

隊
が
町
を
練
り
歩
き
ま
す
。
ト
ラ

ン
ペ
ッ
ト
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
や
ド

ラ
ム
で
、
お
な
じ
み
の
曲「
天
然

の
美
」を
奏
で
な
が
ら
。

　

興
業
２
日
目
、
学
校
か
ら
帰
る

と
、
私
の
家
に
サ
ー
カ
ス
団
の
人

気
ス
タ
ー
、
夕
子
ち
ゃ
ん
が
茶
の

間
に
い
て
驚
き
ま
し
た
。
空
中

ブ
ラ
ン
コ
の
練
習
中
に
け
が
を

し
、
薬
屋
だ
っ
た
私
の
家
で
治
療

を
し
て
い
た
の
で
す
。
紫
色
に
腫

れ
た
足
は
痛
々
し
い
の
に
、
夕
子

ち
ゃ
ん
は
問
題
な
い
と
言
い
ま
す
。

「
サ
ー
カ
ス
を
見
に
来
て
く
れ
る

Monthly Hot Communication

One's Home

　

今
月
は
、
農
産
物
直
売
所「
産

直
な
か
だ
愛
菜
館
」の
志
田
政ま

さ

彦ひ
こ

店
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

当
館
一
押
し
の
キ
ュ
ウ
リ
は
も

ち
ろ
ん
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
芋

煮
会
に
か
か
せ
な
い
白
菜
や
サ
ト

イ
モ
な
ど
の
野
菜
が
並
び
ま
す
。

　

10
月
末
に
は
、
ひ
と
め
ぼ
れ
、

サ
サ
ニ
シ
キ
、
つ
や
姫
、
コ
シ
ヒ

カ
リ
や
み
や
こ
が
ね（
餅
米
）な
ど

の
新
米
を
入
荷
予
定
。
店
内
で
、

み
や
こ
が
ね
を
使
っ
た
杵
つ
き
餅

を
販
売
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
賞

味
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
週
に
１
回
入
荷
す
る
、

中
田
サ
ン
フ
ァ
ー
ム
で
製
造
し
て

い
る
し
そ
巻「
し
そ
く
る
り
ん
」

も
お
ス
ス
メ
で
す
よ
。

　

10
月
28
、
29
の
両
日
、「
収
穫

感
謝
祭
」を
開
催
し
ま
す
。
新
米

や
リ
ン
ゴ
な
ど
が
当
た
る
お
楽
し

み
抽
選
会
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。農

産
物
直
売
所

「
産
直
な
か
だ
愛
菜
館
」

☎
０
２
２
０（
３
５
）３
０
５
０

で
、暮
ら
し
や
す
が
っ
た
で
ば
。孫

が
で
ぎ
で
が
ら
は
、孫
の
出
る
野
球

観
戦
が
楽
し
み
だ
っ
た
の
。孫
が

載
っ
た
新
聞
記
事
や
チ
ラ
シ
は
、今

で
も
私
の
宝
物
。

夏
の
高
校
野
球
だ
な
や
。

朝
ド
ラ
の「
ひ
よ
っ
こ
」を

見
ん
の
が
楽
し
み
だ
で
ば
。

語
る
ご
ど
は
語
っ
て
、言
い

合
い
に
な
っ
た
ら
、私
が
我
慢
す
れ

ば
い
い
ん
だ
で
ば（
笑
）。

い
づ
ま
で
も
、の
っ
ぱ
ん
ね
え

ご
ど
が
な
。時
間
た
つ
ど
、お
互
い

ぺ
そ
っ
と
な
っ
か
ら（
笑
）。長
い
人

生
い
ろ
い
ろ
あ
っ
け
ど
、普
通
に
過

ご
せ
る
の
が
一
番
い
い
な
や
。

●
11
月
号
は
俳
句・川
柳
で
す
。住
所・氏
名・電
話

番
号
を
記
入
し
、９
月
29
日（
金
）ま
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。作
品
に
は
全
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く

だ
さ
い
。

●
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
し
て
掲
載
し
ま
す
。

普
通
に
過
ご
せ
る
の
が
一
番
い
い

人
の
歓
声
と
拍
手
が
嬉
し
い
か
ら

頑
張
れ
る
の
。
披
露
し
た
演
技
が

み
ん
な
に
喜
ん
で
も
ら
え
た
時
、

私
は
一
番
幸
せ
な
の
よ
」と
招
待

券
を
く
れ
ま
し
た
。

　

翌
日
、
招
待
券
を
手
に
サ
ー
カ

ス
へ
。
テ
ン
ト
の
中
は
、
す
で
に

観
客
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
曲
芸

師
と
観
客
を
区
切
る
の
は
、
黄
色

の
ロ
ー
プ
だ
け
。
演
じ
る
側
と
見

る
側
が
一
体
と
な
っ
て
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
す
。
夕
子
ち
ゃ
ん
の

空
中
ブ
ラ
ン
コ
が
始
ま
り
ま
し
た
。

夕
子
ち
ゃ
ん
の
白
い
肢
体
が
宙
を

舞
い
、
美
し
い
弧
を
描
き
ま
す
。

左
手
は
ブ
ラ
ン
コ
を
し
っ
か
り
握

り
、
右
手
を
振
っ
て
声
援
に
応
え

て
い
ま
し
た
。
大
き
い
歓
声
が
さ

ら
に
沸
き
、
拍
手
の
音
が
い
つ
ま

で
も
鳴
り
続
け
ま
し
た
。
あ
の
時

の
夕
子
ち
ゃ
ん
の
幸
せ
そ
う
な
笑

顔
は
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

３
日
間
の
興
行
が
終
わ
り
、

サ
ー
カ
ス
団
は
さ
ら
に
北
へ
向
か

い
ま
す
。
ト
ラ
ッ
ク
数
台
に
、
人

も
動
物
も
一
緒
に
乗
り
込
み
、
天

然
の
美
を
奏
で
な
が
ら
、
町
を

去
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
、
秋
に
は
必
ず
木
下

サ
ー
カ
ス
が
や
っ
て
き
て
、
戦
後

の
沈
滞
ム
ー
ド
漂
う
静
か
な
田
舎

町
に
、
賑
わ
い
と
活
力
を
も
た
ら

し
て
く
れ
ま
し
た
。
少
年
の
心
に
、

杏あ
ん
ず

色
の
ロ
マ
ン
を
残
し
た
古
里

の
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。
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18
歳
以
上
の
県
民

佐
沼
高
校

30
人　

10
月
13
日（
金
）佐

沼
高
校
定
時
制
（
担
当
＝
横
山
、

藤
倉
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
２
４

０
２
２
０（
２
２
）２
０
２
３

※
電
話
で
の
受
付
時
間
は
、
午
後

２
時
〜
８
時
で
す
。

◉
「
パ
ソ
コ
ン
講
習
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
エ
ク
セ
ル
２
０
１
３
」

】
11
月
12
日（
日
）
〜
30
年

２
月
25
日（
日
）
午
前
９
時
〜
午

後
５
時（
各
日
曜
日
14
回
）

】
宮
城
県
母
子
・
父
子
福

祉
セ
ン
タ
ー（
仙
台
市
宮
城
野
区

安
養
寺
３
丁
目
７
―
３
）

県
内
に
在
住
す
る
ひ
と
り

親
家
庭
の
父
母
、ま
た
は
寡
婦
で
、

全
日
程
受
講
で
き
る
人

10
人無

料（
教
材
費
・
検

定
料
は
、
別
途
自
己
負
担
＝

１
万
６
千
円
程
度
）

】無
料
・
要
予
約

】10
月
11
日（
水
）〜
23

日（
月
）必
着

官
製
は
が
き
、
ま
た

は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
、
講
習
名
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
託
児

の
有
無（
年
齢
）を
記
入
し
て
申
し

込
み
く
だ
さ
い

宮
城

県
母
子
福
祉
連
合
会（
宮
城
県
母

子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）／

受
付
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５

時（
火
、
土
、
祝
日
を
除
く
）

☎

０
２
２（
２
５
６
）６
５
１
２

◉
秋
め
ぐ
り
・
ど
き
ど
き
ご
縁

】
10
月
22
日（
日
）　

○
自
分
磨
き
セ
ミ
ナ
ー
／
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
の
自
分
発
見

】
ワ
ッ
ツ
ビ
ジ
ョ
ン
代
表

笹
崎
久く

美み

子こ

氏

】
午
前
10
時
〜
（
受
け
付

け
＝
午
前
９
時
30
分
〜
）

】
ア
ル
テ
ラ
ス
お
お
あ

み
（
登
米
市
迫
町
佐
沼
字
大
網

３
９
０
番
地
１
５
）

】
男
女
各
12
人　

25
〜
49
歳
の
独
身
男

女　○
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
／
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
・
思
い
切
っ
て
変
身

　

正
午
＝
ど
き
ど
き
ご

縁
・
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
／
午
後
１
時

＝
１
対
１
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

タ
イ
ム
秋
め
ぐ
り
・
交
流
会

】
男
性
＝
４
千
円
（
参

加
条
件
＝
セ
ミ
ナ
ー
・
イ
ベ
ン
ト

と
も
に
参
加
で
き
る
人
）
／
女
性

＝
２
千
円
（
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
は

１
５
０
０
円
）

 

10
月
10
日

（
火
）
午
後
６
時

Ｎ

Ｐ
О
法
人
ハ
ピ
ふ
る
ネ
ッ
ト

☎
０
７
０（
５
４
７
４
）４
６
８
３

※
申
し
込
み
者
多
数
の
場
合
は
、

市
内
在
住
の
人
を
優
先
し
ま
す
。

た
だ
し
、
女
性
は
そ
の
限
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

出
会
い
イ
ベ
ン
ト
は
、
あ
く
ま

で
も
独
身
の
皆
さ
ん
に
出
会
い
の

場
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
り
、
個

別
に
交
際
、
結
婚
相
手
を
紹
介
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◉
Ｇ
Ｏ
縁
in
平
泉
〜
黄
金
文
化
平

泉
で
恋
愛
成
就

】
11
月
18
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後

4
時
30
分
（
受
け
付
け
＝
午
前
10

時
〜
）　】

平
泉
町
ホ
テ
ル
武
蔵
坊

お
よ
び
毛
越
寺

男
女
各
30
人　

】
20
〜
30
代
の
独
身
男

女　

】
事
前
セ
ミ
ナ
ー
へ
の

参
加
が
条
件
と
な
り
ま
す

】11
月
11
日（
土
）

午
前
／
女
性
、
午
後
／
男
性

】
ホ
テ
ル
武
蔵
坊

婚
活
に
も
、
仕
事
に
も

役
立
つ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講

座

 

10
月
27
日

（
金
）

Ｎ

Ｐ
О
法
人
フ
ァ
ン
ス
ポ
ル
ト
一
関

☎
０
１
９
１（
４
８
）４
６
７
７

◉
と
め
こ
ん
Ｇ
Ｏ

】
10
月
28
日（
土
）

】
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

30
分
（
受
け
付
け
＝
午
前
９
時
30

分
〜
）　

登
米
市
役
所
（
登

米
市
迫
町
佐
沼
字
中
江
２
丁
目
６

番
地
１
）
※
集
合
場
所
か
ら
、
大

型
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

】
登
米
町
観
光
施
設
お
よ

び
伊
豆
沼
農
産

】
男
女
各
15
人　

】
20
〜
40
代
の
市
内
在

住
独
身
男
性
、
20
〜
40
代
の
独
身

女
性　

】
男
性
５
千
円
、
女
性

２
千
円

 

10
月
10
日
（
火
）登

米
法
人
会
青
年
部
会
・
と
め
青
年

会
議
所

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
６
１
７

】
❶
10
月
17
日
（
火
）

〜
18
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
４
時

30
分
／
ワ
ー
ド
❷
10
月
19
日（
木
）

〜
20
日
（
金
）
午
後
２
時
〜
午
後

４
時
30
分
／
エ
ク
セ
ル
❸
10
月
23

日
（
月
）
〜
24
日
（
火
）
午
後
２

時
〜
午
後
４
時
30
分
／
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎

講
習
科
目
ご
と
先
着

15
人（
選
択
し
て
受
講
可
能
）

】市
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー

無
料】

10
月
10
日（
火
）

】
電
話

市
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
２
）５
２
１
９

◉
無
料
相
談
室

】
10
月
22
日（
日
）午
前
10

時
〜
正
午（
５
日
前
ま
で
予
約
）

】
登
米
公
民
館

◉
パ
ソ
コ
ン
教
室
❶
ワ
ー
ド
＝
地

図
入
り
案
内
状
／
10
月
10
日（
火
）

午
前
10
時
〜
正
午
❷
エ
ク
セ
ル
＝

見
積
請
求
書
／
10
月
17
日（
火
）午

前
10
時
〜
正
午
（
受
講
日
前
日
ま

で
予
約
）】

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

】
２
千
円

】
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
パ
ソ
コ
ン
・
ネ
ッ
ト
・

み
や
ぎ

☎
０
２
２
０（
２
１
）５
２
６
２

◉
10
月
21
日（
土
）、

11
月
18
日
（
土
）
／
午
前
10
時

〜
午
後
０
時
30
分
◉
10
月
28
日

（
土
）、11
月
11
日
（
土
）
／
午
前

10
時
か
ら
正
午

映
画
「
Ｂ
Ａ
Ｃ
Ｋ　

Ｔ

Ｏ　

Ｔ
Ｈ
Ｅ　

Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ

Ｅ
（
バ
ッ
ク
・
ト
ゥ
・
ザ
フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
）」を
通
し
て
英
語
表
現
を

学
び
、日
常
会
話
な
ど
に
応
用
で

き
る
よ
う
に
す
る

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

▶

▶

▶

▶

▶

☎

☎



35 342017.10

　　

裁
判
所
な
ど
で
は
、
10
月
１
日

か
ら
の
１
週
間
を
「
法
の
日
」
週

間
と
し
、
各
種
の
行
事
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
裁
判
所
ウ
ェ
ブ

（http://w
w
w
.courts.go.jp/

）

や
、
各
地
の
裁
判
所
の
総
務
課
で

案
内
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

仙
台
地
方
裁
判

所
事
務
局
総
務
課
庶
務
係

☎
０
２
２（
２
２
２
）６
１
１
５

　　

県
内
で
は
、
た
め
池
で
の
水
難

事
故
が
、
22
〜
28
年
度
に
10
件（
13

人
が
死
亡
）発
生
し
て
い
ま
す
。

　

要
因
は
、
子
ど
も
た
ち
が
水
遊

び
や
魚
釣
り
に
夢
中
に
な
っ
て
、

水
路
や
た
め
池
に
転
落
す
る
事
故

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
ま
た
、
近

年
は
高
齢
者
の
水
難
事
故
も
発
生

し
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
、
子

ど
も
た
ち
だ
け
で
水
路
や
た
め
池

で
遊
ば
せ
な
い
な
ど
、
子
ど
も
や

高
齢
者
の
い
る
家
庭
で
は
注
意
喚

起
が
大
切
で
す
。

　

農
業
用
た
め
池
の
管
理
者
は
、

日
ご
ろ
か
ら
た
め
池
周
辺
な
ど
を

巡
視
・
点
検
し
、
危
険
箇
所
が
な

い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

事
故
な
ど
の
発
生
が
考
え
ら
れ
る

場
合
に
は
、
フ
ェ
ン
ス
を
張
る
な

ど
、
未
然
に
防
止
対
策
を
し
て
く

だ
さ
い
。た
め
池
の
適
切
な
保
全
・

安
全
管
理
に
つ
い
て
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

産
業
経
済
部
農

村
整
備
課（
計
画
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
９

  　　

登
米
市
振
興
協
同
組
合
は
、
１

割
増
と
な
る
「
と
め
っ
こ
マ
ネ
ー

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
を
販
売
し

ま
す
。

10
月
2
日
（
月
）

午
前
9
時
〜
午
後
3
時

５
０
０
セ
ッ
ト
（
な

く
な
り
次
第
終
了
）
※
１
セ
ッ
ト

１
万
円
（
千
円
券
11
枚
）

※
一
人
2
セ
ッ
ト
ま
で
購
入
可
。

た
だ
し
購
入
は
16
歳
以
上
に
限
り

ま
す
（
年
齢
が
確
認
で
き
る
身
分

証
明
書
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
）

※
代
理
購
入
は
で
き
ま
せ
ん

】
登
米
中
央
商
工
会
・

み
や
ぎ
北
上
商
工
会
・
登
米
み
な

み
商
工
会
の
本
所
、
各
支
所

】
商
品
券
の
利
用
先

は
、
購
入
場
所
の
商
工
会
地
域
限

定
と
な
り
ま
す
。

　

ご
利
用
い
た
だ
く
加
盟
店
の
あ

る
商
工
会
で
購
入
く
だ
さ
い
。

10
月
2
日
（
月
）

〜
30
年
3
月
31
日
（
土
）

登
米
市
振
興
協

同
組
合
（
登
米
中
央
商
工
会
内
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）３
６
８
１

み
や
ぎ
北
上
商
工
会

☎
０
２
２
０（
３
４
）３
２
５
５

登
米
み
な
み
商
工
会

☎
０
２
２
０（
５
５
）２
３
３
１

　　

市
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
東

北
営
業
本
部
は
「
登
米
市
く
ら
し

の
便
利
帳
」
を
合
冊
し
た
「
タ
ウ

ン
ペ
ー
ジ
宮
城
県
登
米
市
版
」
を

共
同
制
作
し
、
９
月
上
旬
か
ら
市

内
の
家
庭
・
事
業
所
へ
無
料
配
布

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
新
た
に
宮
城
県
警
の

協
力
を
得
て
制
作
し
た
、
防
犯
特

集
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

冊
子
が
９
月
末
ま
で
お
手
元
に

届
か
な
い
場
合
は
、
タ
ウ
ン
ペ
ー

ジ
セ
ン
タ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

▼
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

☎
０
１
２
０（
５
０
６
）３
０
９

（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

▼
企
画
部
企
画
政
策
課
（
企
画
政

策
係
）

☎
０
２
２
０
（
２
２
）
２
１
４
７

▼
Ｎ
Ｔ
Ｔ
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
東
北
営

業
本
部
営
業
企
画
部
（
編
集
・
企

画
担
当
）

☎
０
２
２（
７
９
７
）５
５
２
８

　　　

就
労
関
係
事
業
所
連
絡
会
は
、

市
内
に
あ
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
を
み
や

ぎ
生
活
協
同
組
合
加
賀
野
店
に
設

置
し
ま
し
た
。
各
事
業
所
の
取
り

組
み
や
利
用
者
が
作
っ
た
製
品
な

ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

   

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

】
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

】
み
や
ぎ
生
活
協
同
組
合

加
賀
野
店
（
若
葉
園
グ
リ
ー
ン
工

房
内
）

就
労
関
係
事
業

所
連
絡
会
事
務
局
障
害
者
就
業
・

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
い
」

☎
０
２
２
０
（
２
１
）
１
０
１
１

０
２
２
０
（
２
１
）
１
０
１
２

　

日
本
在
住
の
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
人
は
、
国
民
年
金
に
加
入
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

加
入
者
は
、
職
業
な
ど
に
よ
っ

て
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
加
入
手
続
き
が
異
な
り

ま
す
。

▼
第
１
号
被
保
険
者

　

自
営
業
者
、
学
生
、
フ
リ
ー

タ
ー
、
無
職
の
人
な
ど
で
、
加
入

者
自
身
が
住
所
地
の
国
民
年
金
担

当
窓
口（
市
役
所
各
総
合
支
所
市

㊏

◉

☎

㊏

◉

☎

㊐

◉

☎

㊐

◉

☎

㊌

◉

☎

㊍

◉

☎

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

民
課
）で
手
続
き
し
ま
す

▼
第
２
号
被
保
険
者

　

会
社
員
や
公
務
員
な
ど
、
厚
生

年
金
保
険
加
入
者
で
、
勤
務
先
が

手
続
き
し
ま
す

▼
第
３
号
被
保
険
者

　

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
配
偶
者
で
、
加
入
手
続
き

は
第
２
号
被
保
険
者
の
勤
務
先
を

経
由
し
て
行
い
ま
す

古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年
金

医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

☎
０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５

　

　

❶
❷
❸
❹
❺
❻
❼
◉

☎

下田中53番地8
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こ
れ
ま
で
地
上
テ
レ
ビ
放
送
が

使
用
し
て
い
た
周
波
数
帯
は
、
総

務
省
に
よ
る
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ 

（
メ

ガ
ヘ
ル
ツ
）
帯
の
再
編
に
よ
り
、

携
帯
電
話
の
電
波
が
使
用
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
携
帯
電
話
基
地

局
の
開
設
に
伴
い
、
10
月
26
日
か

ら
試
験
電
波
が
発
射
さ
れ
、
試
験

の
影
響
に
よ
り
、
一
部
地
域
で
電

波
受
信
障
害
が
発
生
し
、
テ
レ
ビ

放
送
が
正
常
に
視
聴
で
き
な
く
な

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
対
策
に
つ
い
て
は
「
一
般

社
団
法
人
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
利
用
推

進
協
会
」
が
実
施
し
、
テ
レ
ビ
の

受
信
障
害
が
発
生
す
る
可
能
性
が

あ
る
世
帯
に
は
、
試
験
前
に
チ
ラ

シ
を
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
対
策

が
必
要
な
世
帯
に
は
、
テ
レ
ビ
受

信
障
害
対
策
員
証
を
携
行
し
た
工

事
作
業
者
が
直
接
訪
問
し
ま
す
。

　

対
策
費
用
は
全
て
「
７
０
０
Ｍ

Ｈ
ｚ
利
用
推
進
協
会
」
が
負
担
し

ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
費

用
を
請
求
す
る
こ
と
は
絶
対
あ
り

ま
せ
ん
。
テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策

を
装
っ
た
詐
欺
行
為
や
悪
徳
商
法

な
ど
に
は
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

テ
レ
ビ
放
送
が
正
常
に
視
聴
で

き
な
く
な
っ
た
場
合
や
不
審
な
訪

問
が
あ
っ
た
場
合
は
、
問
い
合
わ

せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ

テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー

☎
０
１
２
０（
７
０
０
）０
１
２
ま

た
は
０
５
０（
３
７
８
６
）０
７
０

０受
付
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
10

時
（
土
日
・
祝
日
及
び
年
末
年
始

含
む
）】

10
月
17
日
（
火
）
午
後

０
時
20
分
〜
０
時
45
分

市
役
所
迫
庁
舎（
１
階

ホ
ー
ル
）

▼
ふ
る
さ
と
▼
雨

降
り
お
月
さ
ん
▼
て
る
て
る
坊
主

は
さ
ま
童
謡
を

歌
う
会
（
吉
田
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）４
１
０
９

　

】
11
月
５
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
（
受
け
付
け
９
時
）

】
迫
武
道
館

市
内
在
住
者
、
市
内
高

校
通
学
者
、
市
内
勤
務
者

】
１
人
10
射
個
人
戦
、
男

女
別
３
位
ま
で
賞
品
授
与

無
料

10
月
23
日（
月
）市

弓
道
協
会
事
務
局
（
岩
井
）

☎
０
８
０（
５
５
６
５
）４
９
０
６

　　　
「
一
関
・
平
泉
バ
ル
ー
ン
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
10
月
20
〜
22
日

に
一
関
水
辺
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
ま

す
。

　

熱
気
球
は
「
見
え
な
い
風
」
に

乗
る
自
然
に
優
し
い
乗
り
物
で
、

錦
秋
の
大
空
に
色
と
り
ど
り
の
気

球
の
華
を
咲
か
せ
ま
す
。

　

開
催
期
間
中
、
燃
料
不
足
な
ど

で
個
人
の
田
ん
ぼ
な
ど
に
着
陸
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の

（平成2９年８月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,620 10,145 10,736 20,881 （▲16）

登米 1,809 2,350 2,577 4,927 （2）

東和 2,403 3,221 3,343 6,564 （6）

中田 5,076 7,735 8,098 15,833 （2）

豊里 2,149 3,327 3,376 6,703 （1）

米山 2,815 4,540 4,732 9,272 （5）

石越 1,591 2,483 2,517 5,000 （▲17）

南方 2,664 4,254 4,474 8,728 （▲3）

津山 1,184 1,623 1,787 3,410 （▲10）

合計 27,311 39,678 41,640 81,318 （▲30）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています。

　秋が深まり、紅葉シーズンがやってきます。遠出される
機会も増えますが、旅行される際は、無理のない計画を立
て、余裕を持った行動を心掛けてください。時間に余裕が
あれば、運転にも余裕ができ、安全運転につながります。
　また、季節の移ろいと共に日が落ちる時間も早くなりま
す。車を運転する人は、早めにライトを点灯し、歩行者
は、反射材や明るい色の服装を身に着けて交通事故を防止
しましょう。

（平成2９年８月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
H29 H28 増減数

人身事故
発生件数 125件 178件 ▲53件

死者数 ２人 0人 2人

負傷者数 164人 225人 ▲61人

物損事故
発生件数 1,025件 1,048件 ▲23件

※平成29年１月からの延べ件数

市内放射線の測定結果

測定地点 測定結果 天気
消防署 0.05 晴れ
消防署北出張所（石越） 0.04 晴れ
消防署東出張所（東和） 0.04 晴れ
消防署津山出張所 0.05 晴れ
消防署南出張所（豊里） 0.05 曇り
消防署西出張所（南方） 0.04 晴れ

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

無
料

電
話県

労
働
委
員
会
事

務
局
（
県
庁
17
階
）

☎
０
２
２（
２
１
１
）３
７
８
７

10
月
15
日（
日
）午
前
９

時
30
分
〜
午
後
３
時
（
受
け
付
け

＝
午
前
９
時
〜
午
後
２
時
30
分
）

中
田
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー

◉
民
事
（
借
入
債

務
、
過
払
返
金
、
金
銭
、
土

地
建
物
、
交
通
事
故
な
ど
）

◉
家
事（
夫
婦
、
親
子
、
扶
養
、

遺
産
、
財
産
分
与
相
続
な
ど
）

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

】
登
米
裁
判
所

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
０
１
１

登
米
調
停
協
会
庶
務（
担
当
＝
金
）

☎
０
２
２
８（
３
４
）３
８
７
４

10
月
24
日（
火
）❶

午
前
９
時
30
分
〜
❷
午
前
11
時
〜

❸
午
後
１
時
30
分
〜
❹
午
後
３
時

〜【

宮
城
県
東
部
保
健
福
祉

事
務
所
登
米
地
域
事
務
所

※
職
業
の
あ
っ
せ
ん
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

▼
障
害
者
就
業
・
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー「
ゆ
い
」　

☎
０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
１

０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
２

▼
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課 （
障

害
福
祉
係
）　

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５

　

10
月
13
日（
金
）、
10
月

27
日（
金
）午
後
１
時
15
分
〜
４
時

15
分

】
迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

13
日
＝
開か

い

発ほ
つ

育い
く

子こ

（
司
法

書
士
）、27
日
＝
及
川
毅つ

よ
し（
弁
護
士
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
０
８

無
料（
要
電
話
予
約
）

産
業
経
済
部
商

業
観
光
課（
商
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
３
４

　
「
生
活
に
困
っ
て
い
る
」「
頼
れ

る
人
が
い
な
い
」な
ど
の
悩
み
、

心
配
ご
と
を
相
談
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
専
門
的
知
識
を
持
つ
支

援
員
が
、
問
題
を
整
理
し
、
解

決
方
法
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。
相

談
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の

で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
出
張
相
談
は
事
前
に
予
約

が
必
要
で
す
。

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分（
土
日
、
祝
日
を
除
く
）

く
ら
し・
し
ご
と
相
談
セ
ン

タ
ー
と
も
ま
ち
登
米（
迫
町
佐
沼
字

中
江
三
丁
目
９
番
地
８
）

く
ら
し
・

し
ご
と
相
談
セ
ン
タ
ー
と
も
ま
ち
登

米

☎
０
２
２
０（
２
３
）９
９
６
３

０
２
２
０（
２
３
）９
９
６
４

　　　

年
金
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相

談
は
完
全
電
話
予
約
制
。
前
日
ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
予
約
の
際
に
「
相
談
者
氏
名
」

「
基
礎
年
金
番
号
」「
電
話
番
号
」

「
相
談
内
容
」な
ど
を
確
認
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

10
月
26
日（
木
）午
前
９

時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３

時
30
分

市
役
所
南
方
庁
舎（
２
階

中
会
議
室
）

古
川
年
金
事
務
所

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

際
は
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

お
近
く
で
飛
ん
で
い
る
気
球
を

見
か
け
ま
し
た
ら
、
ほ
の
ぼ
の
と

し
た
気
球
の
世
界
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

一
関
・
平
泉
バ

ル
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委

員
会
（
事
務
局
＝
一
関
市
商
工
労

働
部
商
業
観
光
課
）

☎
０
１
９
１（
２
１
）８
４
１
３

　　

県
労
働
委
員
会
で
は
、不
当
な

解
雇
、サ
ー
ビ
ス
残
業
、ブ
ラ
ッ
ク

バ
イ
ト
や
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
の
労
働

問
題
に
つ
い
て
、労
使
間
で
解
決

が
困
難
な
場
合
、話
し
合
い
に
よ

る
解
決
を
支
援
す
る
「
個
別
労
使

紛
争
の
あ
っ
せ
ん
」を
し
て
い
ま

す
。

　

労
働
問
題
に
精
通
し
た
弁
護
士

な
ど
の
あ
っ
せ
ん
員
が
、主
張
や

事
情
を
聴
き
と
り
、双
方
が
納
得

で
き
る
解
決
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、相
談
の
内
容
に
よ
り
、他

の
適
切
な
機
関
も
ご
紹
介
し
て
い

ま
す
。相
談
内
容
な
ど
の
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、安
心
し
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

　　　

宮
城
県
信
用
保
証
協
会
は
、中

小
企
業
や
小
規
模
事
業
者
、こ
れ

か
ら
事
業
を
始
め
る
皆
さ
ん
が
、

金
融
機
関
か
ら
事
業
に
必
要
な
融

資
を
受
け
る
際
に
、保
証
人
と
な

り
支
援
す
る
公
的
機
関
で
す
。

　

創
業
、経
営
支
援
な
ど
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
の
で
、お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

】中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

を
営
ん
で
い
る
人
、ま
た
は
こ
れ

か
ら
事
業
を
始
め
る
人

宮
城
県
信
用
保
証

協
会
大
崎
支
店

☎
０
２
２
９（
２
２
）０
７
２
２
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1水中スターマインが見られる花火大会は、市内で長沼だけ
2 2000 年から始まった名物「ナイアガラ」。今年の全長は159㍍
3看板の設置などは、７月中に準備する4相談役となった初期メ
ンバーから意見を聴く5打ち上げ会場付近の灯籠は、エスペラン
サ登米ＦＣの子どもたちが設置に協力6花火会場は、
バーベキューやスイカ割りなどを楽しむ姿が見られた。花火会場
内でバーベキューをできるのは、県内では長沼だけ7フートピア
公園駐車場には屋台などが並び、多くの家族連れでにぎわう8花
火打ち上げ前は、フラダンスや太鼓などが披露

お
こ
し
に
つ
な
げ
る
」―
。実
行
委

員
が
設
定
し
た
花
火
大
会
の
目
的

は
、的
確
な
も
の
だ
っ
た
。

　

２
０
１
７
年
８
月
13
日
。
初
の

打
ち
上
げ
か
ら
、１
０
９
４
３
日

が
経
過
し
た
。こ
れ
だ
け
、続
い
て

い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
形
式
の
花
火

大
会
は
、全
国
で
も
ま
れ
。こ
れ

は
、花
火
の
提
供
、会
場
付
近
の
清

掃
な
ど
、地
域
が「
自
分
た
ち
の
花

火
」と
支
え
て
い
る
か
ら
だ
。人
と

心
を
つ
な
ぐ「
長
沼
花
火
」。そ
れ

は
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
な
い

　
「
第
30
回
記
念
ふ
る
さ
と
花
火

ｉ
ｎ
長
沼
」は
８
月
13
日
、長
沼

フ
ー
ト
ピ
ア
公
園
で
開
か
れ
、約

３
０
０
０
発
の
打
ち
上
げ
花
火
が

長
沼
を
彩
っ
た
。

　

水
中
ス
タ
ー
マ
イ
ン
や
長
さ
約

１
６
０
㍍
の
光
の
カ
ー
テ
ン「
ナ

イ
ア
ガ
ラ
」に
、見
物
客
は
歓
声
を

上
げ
た
。
こ
の
ほ
か
、
子
供
の
誕

生
日
や
供
養
な
ど
、
市
民
か
ら
募

集
し
た
「
記
念
花
火
」
が
お
盆
の

夜
空
を
鮮
や
か
に
染
め
た
。

　

長
沼
に
初
め
て
花
火
が
打
ち
上

が
っ
た
の
は
１
９
８
７
年
、
迫
町

大
形
区
の「
大
形
地
区
野
球
部
」が

主
催
し
た「
大
形
花
火
大
会
」。こ

れ
に
関
わ
っ
た
迫
町
青
年
会
員

が
、翌
年「
長
沼
に
花
火
を
打
ち
上

げ
る
実
行
委
員
会
（
髙
橋
敏
幸
委

員
長
）」を
結
成
し
、「
第
２
回
ふ
る

さ
と
花
火
ｉ
ｎ
長
沼
」が
開
催
さ

れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

当
初
は
、登
米
市（
当
時
）で
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
が
開
催
さ
れ
る
90
年

ま
で
の
予
定
だ
っ
た
が
、そ
れ
以

降
の
存
続
を
求
め
る
声
が
多
数
寄

せ
ら
れ
た
。花
火
を
楽
し
み
た
い

と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
新
田
、

北
方
地
区
で
は「
長
沼
花
火
は
お

ら
ほ
の
宝
物
」と
、貴
重
な
地
域
資

源
と
位
置
付
け
て
い
た
。「
長
沼
と

い
う
地
域
資
源
を
生
か
し
、ま
ち
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（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
https://mail.cous.jp/tomecity/

編

集

後

記

▼
「
一
番
短
か
っ
た
」
―
。
佐

沼
高
ボ
ー
ト
部
員
が
、
ゴ
ー
ル

後
に
つ
ぶ
や
い
た
一
言
が
忘
れ

ら
れ
な
い
。
最
後
の
レ
ー
ス
と

な
っ
た
悔
し
さ
や
寂
し
さ
、
２

年
半
の
部
活
動
や
仲
間
へ
の
思

い
。
た
っ
た
10
文
字
に
、
多
く

の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、

胸
が
熱
く
な
っ
た
。
四
半
世
紀

以
上
前
の
あ
の
日
を
思
い
出
し

た
。（
及
川
）

▼
全
国
大
会
へ
出
場
し
た
選
手

の
皆
さ
ん
を
取
材
。
全
国
大
会

へ
の
切
符
を
手
に
す
る
た
め
、

み
ん
な
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
努

力
を
し
て
い
る
。
基
礎
ト
レ
や

食
事
の
面
で
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス

な
ど
。
や
は
り
、
目
標
を
高
く

す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
忍
耐
力
と

強
い
意
志
が
必
要
。
神
様
は
努

力
し
た
人
を
見
逃
さ
な
い
。（
千

葉
）

▼
８
月
に
入
り
、
管
区
気
象
台

が「
東
北
地
方
は
梅
雨
明
け
し

た
と
み
ら
れ
ま
す
」と
発
表
。

い
よ
い
よ
暑
い
夏
が
来
る
と
構

え
て
い
た
の
に
、
曇
り
や
雨
の

日
が
続
い
て
、
気
分
は
ど
ん
よ

り
。
久
し
ぶ
り
に
晴
れ
た
朝
は

と
て
も
す
が
す
が
し
く
、
改
め

て
太
陽
の
あ
り
が
た
さ
を
実
感

し
た
今
年
の
夏
。（
伊
藤
）

☎

Profi le

記念コンサートでの力強く優しい演奏
に観客たちは酔いしれる

　市内で活躍するアマチュアバンド「ニュー・
シャーマン楽団」が、今年結成40周年を迎えた。
記念コンサートは６月18日、登米祝祭劇場で開
かれ、老若男女を問わず、幅広い年齢層の観客で
会場は埋め尽くされた。
　楽団を束ねるのは、指揮とテナーサックスを担
当する白鳥さん。南方中を卒業後、楽器演奏を愛
する仲間とバンドを始めたのがきっかけで、現在
は16人編成で活動している。楽団はラテン音楽、
ジャズ、演歌など幅広いジャンルを演奏。さまざ
まなイベントに出演し、地域を盛り上げることに
貢献してきた。白鳥さんは「記憶や体力の衰えを
感じる年齢になった」と笑う。その言葉とは裏腹
に、平均年齢65歳の団員らは、演奏が始まれば

年齢を感じさせないパフォーマンスで、熟練した
音色が観客を魅了する。
　コンサートでは、白鳥さんがユーモアを交えて
進行、客席は笑いの渦に。「お客さんには演奏だ
けではなく、コンサート全てを楽しんでもらいた
い」と細やかな気配りを忘れない。その気配りに
応えるように、演奏の合間に団員に花束などが手
渡される。ニュー・シャーマンのコンサートは、
楽団、客席が一体となってつくられている。
　楽団の合言葉は「生活に潤いを、心にオアシス
を」。「今まで活動を続けることができたのは、地
域の皆さんが支えてくれたおかげ。今後も活動を
通じて恩返ししたい」ー。楽団は、時代と世代を
つなぐ居心地のいい音楽を届け続ける。


